
広報北名古屋は、環境にやさしい古紙配合率100％再
生紙と大豆油インキを使用しています
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北名古屋市の人口（6月1日現在）
総人口
男　性
女　性
世帯数

80,068  +（ 　人 114）
40,252  +（ 　人   30）
39,816  +（ 　人   84）
31,204  +（ 帯世   80）
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通勤、通学、お買い物に、便利でお得！

2007

7
■ 歴史民俗資料館特別展 
と　き／7月1日（日）～9月30日（日）午前9時～午後５時
ところ／歴史民俗資料館
問合せ／ 52（ 　館料資俗民史歴 ）3600

■ 西春駅前商店街・若宮発展会合同 七夕まつり
と　き／7月27日（金）・２８日（土）午後７時～９時３０分（雨天中止）
ところ／名鉄西春駅西周辺
問合せ／ 12（ 　）事理表代合組同協街店商前駅春西（司瑛口大 ）1478

西庁舎陶壁
』春『 作高重藤加　　

　

『
絵
空
旅
』と

の
映
画
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

に
触
れ
な
が
ら

絵
空
旅
を
体
感

　

期
間
中

ら
し
に
関
わ
る
検
定
ク
イ
ズ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
！

７月２日運行開始！７月２日運行開始！

31人乗りバス

15人乗りワゴン車
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負
担
金
額
は
い
く
ら
？

　

受
益
者
負
担
金
は
、
土
地
の
面
積

1
㎡
当
た
り
４
０
０
円
で
す
。

　

例
え
ば
、
２
０
０
㎡
（
約
60
坪
）

の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
、

と
な
り
ま
す
。

　

受
益
者
は
誰
に
な
る
の
？

　

原
則
と
し
て
、
受
益
者
（
負
担
金

を
納
め
て
い
た
だ
く
方
）
は
、
下
水

道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
を

所
有
し
て
い
る
方
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
そ
の
土
地
に
地
上
権
等
の
権

利
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
権
利
者
と
協
議
を
し
て
受
益
者
を

決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

主
な
受
益
者
は
、
左
記
の
と
お
り

で
す
。

　

納
付
の
方
法
は
？

　

受
益
者
負
担
金
は
、
3
年
間
（
各

年
度
の
納
期
は
、
7
月
、
９
月
、
12

月
、
２
月
）
で
12
回
に
分
け
て
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一 

括
で
納
付
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

　

報
奨
金
制
度

　

分
割
で
は
な
く
、
１
回
目
の
納
期

に 

一 

括
で
納
付
さ
れ
た
場
合
、
納
付

額
の
5
％
の
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

  

徴
収
猶
予
お
よ
び
減
免
制
度

　

受
益
者
負
担
金
に
は
、
土
地
や
受

益
者
の
状
況
に
よ
り
、
徴
収
猶
予
制

度
、
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
の
制
度
も
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

申
請
が
な
け
れ
ば
こ
の
制
度
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

○
徴
収
猶
予

　
　

受
益
者
負
担
金
の
対
象
と
な
る

土
地
が
農
地
の
場
合
や
、
受
益
者

が
災
害
な
ど
で
負
担
金
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
納
付
期

日
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

○
減  

免

　
　

学
校
、
神
社
、
集
会
所
な
ど
土

地
の
利
用
状
況
に
よ
り
、
減
免
の

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
負
担
金
の
減
額
ま
た
は
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

清 潔
快 適
のために

下水道受益者負担金にご理解を下水道受益者負担金にご理解を

　平成20年春からの公共下水道使用開始に向け、「北名古屋市下
水道事業受益者負担に関する条例」が、市議会６月定例会で可決、
制定されました。
　そこで、市民の皆さんに下水道事業の受益者負担についてご理解
をいただくため、その内容の一部をご説明します。
　お問い合わせは、下水道グループへ。

家屋所有者（Ａ）
居住者（Ａ）

土地所有者（Ａ）

Ａの土地にＡが家を建て
Ａが住んでいる場合

土地所有者（Ａ）

家屋所有者（Ａ）居住者（Ｂ）

Ａの土地にＡが家を建て
Ｂに貸している場合

土地所有者（Ａ）

家屋所有者（Ｂ）居住者（Ｂ）

Ａの土地にＢが家を建て
Ｂが住んでいる場合

土地所有者（Ａ）

居住者（Ｃ）家屋所有者（Ｂ）

Ａの土地にＢが家を建て
Ｃに貸している場合

受益者 ： Ａ

受益者 ： Ａ

受益者 ： ＡまたはB

受益者の例受益者の例

８万円÷１２回 ≒ ６,６６６円 (1回あたり）
８万円 － ６,６００円×11回 ＝ ７,４００円

 ※ １００円未満の端数は、第１回目に合算
　  されます。

 第１回目　　　　　７,４００円
 第２～12回目　　 ６,６００円

４
０
０
円
×
２
０
０
㎡
＝
８
万
円

受益者負担金制度ってなに？
　下水道が整備されると、トイレ、台所、お風呂などからでる生活排水を衛生的に排除
できるようになるため、快適で住みよい生活環境になります。
　しかし、下水道は誰もが利用できる道路や公園などと違って、利用できる方は下水道
が整備された地域に限定されるため、特定の人だけが下水道の恩恵を受けることになり
ます。このようなことから、下水道事業をすべて税金で賄うことは、下水道が整備され
ていない地域の人々にまで負担をかけることになり、公平を欠くことになります。
　そこで、下水道が整備された地域の方に建設費の一部を負担していただく制度が、
「受益者負担金」です。この制度は、既に下水道が使用開始されている多くの都市で採
用され、事業の推進に役立っています。
　　　　　　なお、受益者負担金は、土地の面積に応じてかかりますが、税金のように
　　　　　毎年賦課されるのではなく、一度限りのものです。

　
　

対
象
と
な
る
土
地
は
？

　　
　

受
益
者
負
担
金
は
、
土
地
の
利
用
状

況
に
か
か
わ
ら
ず
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ

た
区
域
内
の
道
路
、
公
園
な
ど
を
除
い
た

全
て
の
土
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

平
成
20
年
度
に
賦
課
さ
れ
る
区
域
は
、

加
島
新
田
、
九
之
坪
の
一
部
、
沖
村
の 

一 

部
、
鹿
田
の 

一 

部
、
二
子
の 

一 

部
、
久

地
野
の 

一 

部
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（例）
負担金額が８万円の場合の納付金額

８万円×5％ ＝ 4,000円

８万円－ 4,000円 ＝
　　　　　７万6,000円 

（例）

負担金額８万円を一括で
　　納付する場合の金額

受益者 ： ＡまたはB

( 第 2～12回目） (第 1回目）

平成19年　7月3 平成19年　7月 2
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平成19年　7月5 平成19年　7月 4

応募対象　9月1日現在で市内在住・在勤の方
　　　　　なお、県内の小・中学校、高校に在学する方は、
　　　　　保護者の居住地から参加。外国籍留学生は、本
　　　　　人の在籍する学校の所在地からの参加とします。
　　　　　ジュニア男子・女子
　　　　　15歳以上20歳未満（昭和62年12月2日
　　　　　から平成4年4月1日までに生まれた方）
　　　　　一般男子・女子
　　　　　20歳以上40歳未満（昭和42年12月2日
　　　　　から昭和62年12月1日までに生まれた方）
　　　　　40歳以上（男女不問）
　　　　　昭和42年12月1日以前に生まれた方
募集人員　ジュニア（男・女）　各2人（正・補欠選手）
　　　　　小学生（男・女）　  各 2人（正・補欠選手）
　　　　　中学生（男・女）　  各 2人（正・補欠選手）
　　　　　一般（男・女）　     各 2人（正・補欠選手）
　　　　　40歳以上　         2 人（正・補欠選手）
選考方法　書類審査および9月9日（日）に一宮総合運
　　　　　動場で開催される選考競技会で決定します。
申込み　　所定の用紙（スポーツグループまたは総合体
　　　　　育館にあります。市ホームページからもダウ
　　　　　ンロードできます）に必要事項（競技歴など）
　　　　　を記入し、8月24日（金）までにスポーツグ
　　　　　ループ（東庁舎）または総合体育館へ。　　　　　　　　

北名古屋市代表選手北名古屋市代表選手北名古屋市代表選手
第２回市町村対抗駅伝競走大会

第1区　2.58km　中学生女子
第2区　5.48km　ジュニア男子
第3区　0.80km　小学生女子
第4区　3.00km　中学生男子
第5区　0.80km　小学生男子
第6区　3.10km　40歳以上
　　　　　　　　　   （男女不問）
第7区　5.00km　一般女子
第8区　3.40km　ジュニア女子
第9区　5.98km　一般男子

※市内の小・中学生（男・女）は、各学校
　を通して募集します。

応募要項

　

あ
い
ち
国
際
女
性
映
画
祭
2
0
0
7

は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
目
的

に
本
市
を
は
じ
め
県
内
の
5
市
で
開

催
す
る
も
の
で
、
今
年
で
12
回
目
と

な
り
ま
す
。
世
界
で
活
躍
す
る
女
性

監
督
等
を
招
き
、
女
性
の
生
き
方
や

社
会
参
加
、
男
女
の
相
互
理
解
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
た
映
画
の
上
映
と
ゲ

ス
ト
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

と
　

き
　

9
月
8
日
（
土
）
午
後
1

時
〜
（
予
定
）

と
こ
ろ
　

文
化
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　

前
売
り
8
0
0
円
（
さ
ら
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交通規制区域（午前6時45分～8時）
▼ ジョギング・ウオーキング（約2.5 　）㎞  

　夏休み真っ最中。今年も恒例の「ラジ
オ体操の集い ジョギング・ウオーキング
大会」を開催します。すがすがしい朝の
空気を胸いっぱいに、合瀬川までの往
復約2.5kmを歩き、健康増進に努めましょ
う。
　なお、雨天の場合は、中止します。身
体障害者用駐車場は、師勝小学校体育
館北東側にあります。
　お申込みは、スポーツグループ（東庁
舎）または総合体育館へ。

ジョギング・ウオーキング大会コース図ジョギング・ウオーキング大会コース図ジョギング・ウオーキング大会コース図

　　　 【交通規制のお知らせ】
　　
　　　午前6時45分から8時まで、 
　　コースの一部で交通規制を行
　　います。
　　　ご協力をお願いします。

　12月１日、愛・地球博記念公園を発着に行われる 『第２回愛知県
市町村対抗駅伝競走大会』 の北名古屋市代表選手を募集します。この
大会は、愛知万博を次世代へと語り継ぐと同時に、各市町村の交流、
市町村合併後の一体化の促進、県民意識の高揚、県民スポーツの
振興などを目的に開催されます。
　お問い合わせは、スポーツグループへ。

　さあ、
　力をあわせて！
　さあ、
　力をあわせて！

主催：愛知陸上競技協会、東海テレビ放送
後援：愛知県、県教育委員会など

※他市町村にお住まいの方でも、本市中学校出身者は応募できます。
　なお、補欠選手でも大会当日に参加することが応募の条件です。

と　き　８月５日（日）
　　　　午前６時15分～
ところ　師勝中学校運動場
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応募対象　9月1日現在で市内在住・在勤の方
　　　　　なお、県内の小・中学校、高校に在学する方は、
　　　　　保護者の居住地から参加。外国籍留学生は、本
　　　　　人の在籍する学校の所在地からの参加とします。
　　　　　ジュニア男子・女子
　　　　　15歳以上20歳未満（昭和62年12月2日
　　　　　から平成4年4月1日までに生まれた方）
　　　　　一般男子・女子
　　　　　20歳以上40歳未満（昭和42年12月2日
　　　　　から昭和62年12月1日までに生まれた方）
　　　　　40歳以上（男女不問）
　　　　　昭和42年12月1日以前に生まれた方
募集人員　ジュニア（男・女）　各2人（正・補欠選手）
　　　　　小学生（男・女）　  各 2人（正・補欠選手）
　　　　　中学生（男・女）　  各 2人（正・補欠選手）
　　　　　一般（男・女）　     各 2人（正・補欠選手）
　　　　　40歳以上　         2 人（正・補欠選手）
選考方法　書類審査および9月9日（日）に一宮総合運
　　　　　動場で開催される選考競技会で決定します。
申込み　　所定の用紙（スポーツグループまたは総合体
　　　　　育館にあります。市ホームページからもダウ
　　　　　ンロードできます）に必要事項（競技歴など）
　　　　　を記入し、8月24日（金）までにスポーツグ
　　　　　ループ（東庁舎）または総合体育館へ。　　　　　　　　

北名古屋市代表選手北名古屋市代表選手北名古屋市代表選手
第２回市町村対抗駅伝競走大会

第1区　2.58km　中学生女子
第2区　5.48km　ジュニア男子
第3区　0.80km　小学生女子
第4区　3.00km　中学生男子
第5区　0.80km　小学生男子
第6区　3.10km　40歳以上
　　　　　　　　　   （男女不問）
第7区　5.00km　一般女子
第8区　3.40km　ジュニア女子
第9区　5.98km　一般男子

※市内の小・中学生（男・女）は、各学校
　を通して募集します。
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交通規制区域（午前6時45分～8時）
▼ ジョギング・ウオーキング（約2.5 　）㎞  

　夏休み真っ最中。今年も恒例の「ラジ
オ体操の集い ジョギング・ウオーキング
大会」を開催します。すがすがしい朝の
空気を胸いっぱいに、合瀬川までの往
復約2.5kmを歩き、健康増進に努めましょ
う。
　なお、雨天の場合は、中止します。身
体障害者用駐車場は、師勝小学校体育
館北東側にあります。
　お申込みは、スポーツグループ（東庁
舎）または総合体育館へ。

ジョギング・ウオーキング大会コース図ジョギング・ウオーキング大会コース図ジョギング・ウオーキング大会コース図

　　　 【交通規制のお知らせ】
　　
　　　午前6時45分から8時まで、 
　　コースの一部で交通規制を行
　　います。
　　　ご協力をお願いします。

　12月１日、愛・地球博記念公園を発着に行われる 『第２回愛知県
市町村対抗駅伝競走大会』 の北名古屋市代表選手を募集します。この
大会は、愛知万博を次世代へと語り継ぐと同時に、各市町村の交流、
市町村合併後の一体化の促進、県民意識の高揚、県民スポーツの
振興などを目的に開催されます。
　お問い合わせは、スポーツグループへ。

　さあ、
　力をあわせて！
　さあ、
　力をあわせて！

主催：愛知陸上競技協会、東海テレビ放送
後援：愛知県、県教育委員会など

※他市町村にお住まいの方でも、本市中学校出身者は応募できます。
　なお、補欠選手でも大会当日に参加することが応募の条件です。
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お
子
さ
ん
が
病
気
の
回
復
期
に
あ

り
、
医
療
機
関
で
の
入
院
治
療
を
す

る
必
要
は
な
い
が
安
静
の
確
保
が
必

要
な
場
合
に
、
集
団
保
育
が
困
難
な

期
間
の
み
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
預

か
る「
病
後
児
保
育
こ
ぐ
ま
園
」を
開

設
し
ま
す
。

対
　

象
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内
の
公
立
保
育
園
に
入

園
し
、
病
気
回
復
期
に
あ
る
病
状 
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腸
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皮
膚
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、
ぜ
ん

息
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の
慢
性
疾
患
、
骨
折
、
ね
ん

ざ
、
熱
傷
そ
の
他
外
傷
性
疾
患
） 

で
、
病
後
児
保
育
事
業
の
利
用
が

可
能
で
あ
る
と
医
師
に
よ
り
認
め

ら
れ
た
児
童

定
　

員
　

１
日
４
人

利
用
時
間
　

月
〜
金
曜
日 

（
祝
日
お

よ
び
年
末
年
始
を
除
く
） 

の
午
前

８
時
〜
午
後
４
時
。
利
用
は
１
日

単
位
で
、
継
続
し
て
７
日
間
ま
で

と
し
ま
す
。

利
用
料（
日
額
）

○
生
活
保
護
世
帯
 　
　
　
　
　

無
料

○
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
　

 

無
料

○
所
得
税
非
課
税
世
帯  

１
０
０
０
円

○
所
得
税
課
税
世
帯     

２
０
０
０
円

申
込
み
　

事
前
に
病
後
児
保
育
こ
ぐ

ま
園
☎（
22
）１
２
１
０
ま
た
は
久

地
野
保
育
園
☎（
22
）５
０
６
０
に

電
話
で
予
約
し
、
利
用
日
の
前
日

ま
で
に
申
請
書（
各
保
育
園
に
あ
り

ま
す
）と
連
絡
票（
医
師
の
証
明
書
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
こ
ぐ
ま
園
、

久
地
野
保
育
園
、
各
保
育
園
へ
。

 

 

 

 

 

 

　

市
で
は
、 『
北
名
古
屋
市
』の
シ
ン

ボ
ル
、
新
市
の
象
徴
と
し
て
親
し
ま

れ
る「
市
の
花
」「
市
の
木
」を
選
定
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ

る「
市
の
花
」「
市
の
木
」を
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　

投
票
は
、
１
人
１
回
で
、「
花
」

「
木
」そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ
と
し
ま
す
。

な
お
、
投
票
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

人
の
方
に
商
品
券（
5
0
0
0
円
分
）

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
投
票

く
だ
さ
い
。

投
票
資
格
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

投
票
期
間
　

７
月
１
日（
日
）〜
31
日

（
火
）

投
票
方
法
　

市
指
定
の
用
紙 

（
市
役

所
東
・
西
庁
舎
受
付
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
、
文
化
勤
労

会
館
、
健
康
ド
ー
ム
、
東
図
書
館

に
あ
り
ま
す
） 

に「
花
・
木
の
名

称
」、「
住
所
」、「
氏
名（
ふ
り
が

な
）」、「
年
齢
」、「
性
別
」、「
電
話
番

号
」、「
会
社
・
学
校
名
」、「
理
由

（
未
記
入
で
も
可
）」を
記
入
し
、

次
の
方
法
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

○
投
票
箱
へ
の
投
函

　
　

市
役
所（
東
・
西
庁
舎
）受
付
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
、

　

文
化
勤
労
会
館
、
健
康
ド
ー
ム
、

東
図
書
館
に
設
置
し
て
あ
る
投
票

箱
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
投
票

　
　

市
役
所（
西
庁
舎
）行
政
部
企

画
・
広
報
グ
ル
ー
プ
ま
で
郵
送
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
　

送
　

〒
4
8
1
ı
8
5
3
1 

　

北
名
古
屋
市
役
所
行
政
部
企

　

画
・
広
報
グ
ル
ー
プ 

「
市
の
花
」

　

「
市
の
木
」係
。
７
月
31
日（
火
）

　

の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

　

フ
ァ
ク
ス
　

（
25
）０
６
１
１

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
投
票

   　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
投
票
フ
ォ

ー
ム
か
ら
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

選
定
方
法
　

市
の
選
定
委
員
会
で
、

単
に
投
票
数
だ
け
で
な
く
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
定
し
ま
す
。

結
果
発
表
　

広
報「
北
名
古
屋
」お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

参
　

考
　

合
併
前
の
師
勝
町
、
西
春

町
の
花
・
木

　

〔
師
勝
町
〕  

ツ
ツ
ジ
、
モ
ク
セ
イ

　

〔
西
春
町
〕 

ツ
ツ
ジ
、
サ
ク
ラ
・
モ

ク
セ
イ

※
投
票
者
の
個
人
情
報
は
、「
市
の

花
」「
市
の
木
」の
選
定
以
外
の
目

的
で
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
・
広
報

グ
ル
ー
プ
へ
。

　

障
害
者
・
母
子
家
庭
等
医
療
費
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日

ま
で
で
す
。
現
在
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
で
、
更
新
の
対
象
に
な
る
方

に
は
７
月
中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

　

老
人
保
健
等
の
受
給
者
で
、
ひ
と

り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
、
重
度
障
害

の
方
な
ど
に
、
医
療
費
の
一
部
負
担

金（
食
事
療
養
費
を
除
く
）を
支
給
し

ま
す
。
 

対
　

象

○
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、
市
民
税
非
課

税
の
方

○
寝
た
き
り
の
状
態（
要
介
護
度
４

ま
た
は
５
）で
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
、
４

級（
障
害
名
が
腎
臓
機
能
障
害
）、

４
〜
６
級（
障
害
名
が
進
行
性
筋

萎
縮
症
）を
お
持
ち
の
方

必
要
書
類

○
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証

○
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

○
印
か
ん

○
振
込
先
の
わ
か
る
も
の（
郵
便
局

　

を
除
く
）

○
要
介
護
認
定
証
ま
た
は
身
体
障
害

　

者
手
帳
　

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
現
況
届（
各
受
給
者
に
郵
送
済
）

の
提
出（
６
月
ま
で
）が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以

降
の
児
童
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
児
童

グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）ま
た
は
西
庁
舎

福
祉
総
合
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

必
要
書
類

○
現
況
届（
事
前
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
て
く
だ
さ
い
）

○
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
共
済
加

入
者
証
）の
写
し（
国
民
年
金
に
加

入
さ
れ
た
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

○
平
成
19
年
１
月
２
日
以
後
に
北
名

古
屋
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前

住
所
地
の
市
町
村
長
が
証
明
し
た

平
成
19
年
度（
平
成
18
年
分
）の
児

童
手
当
用
所
得
証
明
書

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
グ
ル
ー

プ
へ
。

「
市
の
花
」「
市
の
木
」を
投
票
し
て
く
だ
さ
い

「
市
の
花
」「
市
の
木
」を
投
票
し
て
く
だ
さ
い

「
市
の
花
」「
市
の
木
」を
投
票
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
す
る

あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
す
る

　８月から実施されるプラスチック製容器
包装の分別収集に伴い、７月から「プラス
チック製容器包装袋」の販売を開始します。
現在、市指定のごみ袋を販売しているほと
んどのお店で購入できます。
　プラスチック製容器包装ごみは、指定袋
で出していただかないと収集しませんので
ご注意ください。

○販売価格　100円（10枚入り）

　お問い合わせは　環境グループへ。

市指定プラスチック製容器包装袋
　　　　の販売を開始します！
市指定プラスチック製容器包装袋
　　　　の販売を開始します！

　これまで、広報「北名古屋」等で繰り返し
お知らせしてきましたプラスチック製容器包
装の収集が、いよいよ8月から始まります。
　容器包装ごみは、家庭ごみの約６０％を占
めています。資源を大切にし、ごみを減らす
ため、皆さんのご協力をお願いします。
　今後、地区や団体向けの説明会などの開
催や広報紙への掲載など、市民の皆さんに
詳しく説明していきますので、よろしくお願
いします。
　プラスチック製容器包装とは、商品を入れ
た容器や包装のことで、商品が消費された
り、分離された場合に不要となるものです。
　カップ、ケース、ポリ袋、トレイ、ラップ
類、ネット、ボトル類等がこれにあたります。

いよいよ プラスチック製容器包装 の
　　　　　　　　　 収集開始！
いよいよ プラスチック製容器包装 の
　　　　　　　　　 収集開始！

障
害
者
・
母
子
家
庭
等

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

７月から
病後児保育事業が

スタートします

７月から
病後児保育事業が

スタートします

病気回復期のお子さんのために・・・病気回復期のお子さんのために・・・

児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

久地野交差点

師勝南小学校

こぐま園こぐま園

久地野保育園

至片場交差点

新川

　Ｎ
病後児保育こぐま園
住所：久地野戌亥 15番地１

福祉給付金の
　申請をお忘れなく！
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お
子
さ
ん
が
病
気
の
回
復
期
に
あ

り
、
医
療
機
関
で
の
入
院
治
療
を
す

る
必
要
は
な
い
が
安
静
の
確
保
が
必

要
な
場
合
に
、
集
団
保
育
が
困
難
な

期
間
の
み
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
預

か
る「
病
後
児
保
育
こ
ぐ
ま
園
」を
開

設
し
ま
す
。

対
　

象
　

市
内
の
公
立
保
育
園
に
入

園
し
、
病
気
回
復
期
に
あ
る
病
状 

（
感
冒
、
胃
腸
炎
、
皮
膚
炎
、
ぜ
ん

息
等
の
慢
性
疾
患
、
骨
折
、
ね
ん

ざ
、
熱
傷
そ
の
他
外
傷
性
疾
患
） 

で
、
病
後
児
保
育
事
業
の
利
用
が

可
能
で
あ
る
と
医
師
に
よ
り
認
め

ら
れ
た
児
童

定
　

員
　

１
日
４
人

利
用
時
間
　

月
〜
金
曜
日 

（
祝
日
お

よ
び
年
末
年
始
を
除
く
） 

の
午
前

８
時
〜
午
後
４
時
。
利
用
は
１
日

単
位
で
、
継
続
し
て
７
日
間
ま
で

と
し
ま
す
。

利
用
料（
日
額
）

○
生
活
保
護
世
帯
 　
　
　
　
　

無
料

○
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
　

 

無
料

○
所
得
税
非
課
税
世
帯  

１
０
０
０
円

○
所
得
税
課
税
世
帯     

２
０
０
０
円

申
込
み
　

事
前
に
病
後
児
保
育
こ
ぐ

ま
園
☎（
22
）１
２
１
０
ま
た
は
久

地
野
保
育
園
☎（
22
）５
０
６
０
に

電
話
で
予
約
し
、
利
用
日
の
前
日

ま
で
に
申
請
書（
各
保
育
園
に
あ
り

ま
す
）と
連
絡
票（
医
師
の
証
明
書
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
こ
ぐ
ま
園
、

久
地
野
保
育
園
、
各
保
育
園
へ
。

 

 

 

 

 

 

　

市
で
は
、 『
北
名
古
屋
市
』の
シ
ン

ボ
ル
、
新
市
の
象
徴
と
し
て
親
し
ま

れ
る「
市
の
花
」「
市
の
木
」を
選
定
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ

る「
市
の
花
」「
市
の
木
」を
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　

投
票
は
、
１
人
１
回
で
、「
花
」

「
木
」そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ
と
し
ま
す
。

な
お
、
投
票
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

人
の
方
に
商
品
券（
5
0
0
0
円
分
）

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
投
票

く
だ
さ
い
。

投
票
資
格
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

投
票
期
間
　

７
月
１
日（
日
）〜
31
日

（
火
）

投
票
方
法
　

市
指
定
の
用
紙 

（
市
役

所
東
・
西
庁
舎
受
付
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
、
文
化
勤
労

会
館
、
健
康
ド
ー
ム
、
東
図
書
館

に
あ
り
ま
す
） 

に「
花
・
木
の
名

称
」、「
住
所
」、「
氏
名（
ふ
り
が

な
）」、「
年
齢
」、「
性
別
」、「
電
話
番

号
」、「
会
社
・
学
校
名
」、「
理
由

（
未
記
入
で
も
可
）」を
記
入
し
、

次
の
方
法
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

○
投
票
箱
へ
の
投
函

　
　

市
役
所（
東
・
西
庁
舎
）受
付
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
、

　

文
化
勤
労
会
館
、
健
康
ド
ー
ム
、

東
図
書
館
に
設
置
し
て
あ
る
投
票

箱
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
投
票

　
　

市
役
所（
西
庁
舎
）行
政
部
企

画
・
広
報
グ
ル
ー
プ
ま
で
郵
送
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
　

送
　

〒
4
8
1
ı
8
5
3
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北
名
古
屋
市
役
所
行
政
部
企

　

画
・
広
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グ
ル
ー
プ 

「
市
の
花
」

　

「
市
の
木
」係
。
７
月
31
日（
火
）

　

の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

　

フ
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（
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）０
６
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１

○
ホ
ー
ム
ペ
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ジ
か
ら
の
投
票

   　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
投
票
フ
ォ

ー
ム
か
ら
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

選
定
方
法
　

市
の
選
定
委
員
会
で
、

単
に
投
票
数
だ
け
で
な
く
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
定
し
ま
す
。

結
果
発
表
　

広
報「
北
名
古
屋
」お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

参
　

考
　

合
併
前
の
師
勝
町
、
西
春

町
の
花
・
木

　

〔
師
勝
町
〕  

ツ
ツ
ジ
、
モ
ク
セ
イ

　

〔
西
春
町
〕 

ツ
ツ
ジ
、
サ
ク
ラ
・
モ

ク
セ
イ

※
投
票
者
の
個
人
情
報
は
、「
市
の

花
」「
市
の
木
」の
選
定
以
外
の
目

的
で
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
・
広
報

グ
ル
ー
プ
へ
。

　

障
害
者
・
母
子
家
庭
等
医
療
費
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日

ま
で
で
す
。
現
在
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
で
、
更
新
の
対
象
に
な
る
方

に
は
７
月
中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

　

老
人
保
健
等
の
受
給
者
で
、
ひ
と

り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
、
重
度
障
害

の
方
な
ど
に
、
医
療
費
の
一
部
負
担

金（
食
事
療
養
費
を
除
く
）を
支
給
し

ま
す
。
 

対
　

象

○
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、
市
民
税
非
課

税
の
方

○
寝
た
き
り
の
状
態（
要
介
護
度
４

ま
た
は
５
）で
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
、
４

級（
障
害
名
が
腎
臓
機
能
障
害
）、

４
〜
６
級（
障
害
名
が
進
行
性
筋

萎
縮
症
）を
お
持
ち
の
方

必
要
書
類

○
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証

○
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

○
印
か
ん

○
振
込
先
の
わ
か
る
も
の（
郵
便
局

　

を
除
く
）

○
要
介
護
認
定
証
ま
た
は
身
体
障
害

　

者
手
帳
　

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
現
況
届（
各
受
給
者
に
郵
送
済
）

の
提
出（
６
月
ま
で
）が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以

降
の
児
童
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
児
童

グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）ま
た
は
西
庁
舎

福
祉
総
合
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

必
要
書
類

○
現
況
届（
事
前
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
て
く
だ
さ
い
）

○
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
共
済
加

入
者
証
）の
写
し（
国
民
年
金
に
加

入
さ
れ
た
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

○
平
成
19
年
１
月
２
日
以
後
に
北
名

古
屋
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前

住
所
地
の
市
町
村
長
が
証
明
し
た

平
成
19
年
度（
平
成
18
年
分
）の
児

童
手
当
用
所
得
証
明
書

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
グ
ル
ー

プ
へ
。

「
市
の
花
」「
市
の
木
」を
投
票
し
て
く
だ
さ
い

「
市
の
花
」「
市
の
木
」を
投
票
し
て
く
だ
さ
い

「
市
の
花
」「
市
の
木
」を
投
票
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
す
る

あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
す
る

　８月から実施されるプラスチック製容器
包装の分別収集に伴い、７月から「プラス
チック製容器包装袋」の販売を開始します。
現在、市指定のごみ袋を販売しているほと
んどのお店で購入できます。
　プラスチック製容器包装ごみは、指定袋
で出していただかないと収集しませんので
ご注意ください。

○販売価格　100円（10枚入り）

　お問い合わせは　環境グループへ。

市指定プラスチック製容器包装袋
　　　　の販売を開始します！
市指定プラスチック製容器包装袋
　　　　の販売を開始します！

　これまで、広報「北名古屋」等で繰り返し
お知らせしてきましたプラスチック製容器包
装の収集が、いよいよ8月から始まります。
　容器包装ごみは、家庭ごみの約６０％を占
めています。資源を大切にし、ごみを減らす
ため、皆さんのご協力をお願いします。
　今後、地区や団体向けの説明会などの開
催や広報紙への掲載など、市民の皆さんに
詳しく説明していきますので、よろしくお願
いします。
　プラスチック製容器包装とは、商品を入れ
た容器や包装のことで、商品が消費された
り、分離された場合に不要となるものです。
　カップ、ケース、ポリ袋、トレイ、ラップ
類、ネット、ボトル類等がこれにあたります。

いよいよ プラスチック製容器包装 の
　　　　　　　　　 収集開始！
いよいよ プラスチック製容器包装 の
　　　　　　　　　 収集開始！

障
害
者
・
母
子
家
庭
等

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

７月から
病後児保育事業が

スタートします

７月から
病後児保育事業が

スタートします

病気回復期のお子さんのために・・・病気回復期のお子さんのために・・・

児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

久地野交差点

師勝南小学校

こぐま園こぐま園

久地野保育園

至片場交差点

新川

　Ｎ
病後児保育こぐま園
住所：久地野戌亥 15番地１

福祉給付金の
　申請をお忘れなく！
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国
民
年
金
保
険
料 

（
月
額
1
万

4
1
0
0
円
） 

を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料

の
免
除
ま
た
は
一
部
納
付
、
若
年
者

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
な
ど
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
希
望

し
て
加
入
す
る
任
意
加
入
の
被
保
険

者
は
、
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
制
度
を
利
用
す
る
に
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

免
除（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

し
て
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
納

付
が
全
額
免
除
ま
た
は
半
額
納
付
な

ど
の
一
部
納
付
と
な
り
ま
す
。

○
４
分
の
１
納
付
　
　

 

3
5
3
0
円

○
半
額
納
付
　
　
　
　

 

7
0
5
0
円

○
４
分
の
３
納
付
　

 

1
万
5
8
0
円

若
年
者
納
付
猶
予

　

30
歳
未
満
の
方
で
本
人
・
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

注
意
事
項

○
免
除
等
を
受
け
た
期
間
は
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
と
し
て
必
要
な
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

○
免
除
を
受
け
て
い
る
期
間
の
老
齢

基
礎
年
金
の
金
額
は
、
全
額
納
付

し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
全
額
免

除
は
３
分
の
１
、
４
分
の
１
納
付

は
２
分
の
１
、
半
額
免
除
は
３
分

の
２
、
４
分
の
３
納
付
は
６
分

の
５（
納
め
な
か
っ
た
場
合
は
年

金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
）に

減
額
と
な
り
ま
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
ま
た
は
学
生
納

付
特
例
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、

受
給
資
格
と
し
て
必
要
な
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

納
め
る（
追
納
す
る
）こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
等
を
受
け

た
年
度
の
翌
々
年
度
末
以
降
に
追

納
す
る
と
き
は
、
保
険
料
額
に
一

定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
ま
た
は
名
古
屋
西
社

会
保
険
事
務
所
☎
0
5
2
（
5
2
4
）

6
8
3
1
へ。

　

所
得
が
低
い
方
の
介
護
保
険
の
施

設
利
用
が
困
難
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
施
設
へ
の
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
さ
れ
た
場
合
の
居
住
費

（
滞
在
費
）や
食
費
の
負
担
額
を
左
表

の
と
お
り
軽
減
し
ま
す
。

 

 

 

 

 

 

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
医
療
費

が
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
重
複

受
診
等
を
や
め
て
、
日
頃
か
ら
健
康

管
理
や
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
、
国

保
財
政
の
健
全
な
運
営
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

国
保
の
加
入
者
が
診
療
を
受
け
た

場
合
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
7
割

（
70
歳
以
上
は
7
も
し
く
は
９
割
、
３

歳
未
満
は
8
割
）を
国
保
が
負
担
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
医
療
費

を
負
担
す
る
た
め
の
重
要
な
財
源
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
国
保
加
入
者
か

ら
の
保
険
税
で
す
。

　

右
表
は
、
過
去
３
年
間
の
医
療
費

お
よ
び
保
険
税
の
推
移
で
す
。
医
療

費
は
３
年
間
で
4
・
9
億
円（
6
・

4
％
）増
え
て
い
る
の
に
対
し
保
険

税
は
26
・
７
億
円
で
横
ば
い
で
す
。

　

市
で
は
、
年
々
増
加
す
る
医
療
費

に
対
し
、
国
保
税
や
国
・
県
の
補
助

金
だ
け
で
は
足
り
ず
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
も
限
界
が
あ
り
、
こ

れ
以
上
に
医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、

国
保
の
財
政
も
苦
し
く
な
り
、
健
全

な
運
営
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

　

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
を
安
定
さ

せ
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
地

方
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
医

療
保
険
分
の
賦
課
限
度
額
が
10
年
ぶ

り
に
53
万
円
か
ら
56
万
円
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
市
の
限
度

額
も
56
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

各
納
期（
第
２
〜
10
期
分
）の
納
税

通
知
書
は
、
７
月
10
日（
火
）に
発
送

す
る
予
定
で
す
。
１
期
分
を
差
し
引

い
た
残
り
の
額
を
第
２
〜
10
期
の
９

回
に
分
け
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
納
付
さ
れ
る
方
は
、
第
10
期

分
ま
で
を
ま
と
め
て
お
送
り
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　

市
役
所
や
市
内
の
各
金
融
機
関
で
所

定
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す（
手

続
き
し
た
翌
月
か
ら
口
座
振
替
と
な

り
ま
す
）。

国
民
健
康
保
険
税
納
期
限

○
第
１
期

　
　
　
　

 

平
成
19
年
５
月
31
日（
木
）

○
第
２
期
　
　
　
 

   

７
月
31
日（
火
）

○
第
３
期
 

   

８
月
31
日（
金
）

○
第
４
期
 

   

10
月
１
日（
月
）

○
第
５
期
 

   

10
月
31
日（
水
）

○
第
６
期
 

   

11
月
30
日（
金
）

○
第
７
期
 

   

12
月
25
日（
火
）

○
第
８
期

 

  

平
成
20
年
１
月
31
日（
木
）

○
第
９
期
 

   

２
月
29
日（
金
）

○
第
10
期
 

   

３
月
31
日（
月
）

　

必
ず
、
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

　

社
会
福
祉
法
人
や
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
も
え
の
丘
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
低
所
得
の
方

で
、
生
計
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
方
は
、
利
用
者
負
担
額
の
一
部

が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
　

象
　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
を
満
た

す
方
の
う
ち
、
そ
の
本
人
の
収
入

や
世
帯
状
況
等
に
よ
り
生
計
が
困

難
で
あ
る
と
市
が
認
め
る
方

○
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０

万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

○
預
貯
金
等
の
額
が
単
身
世
帯
で
３

５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え

る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し

た
額
以
下

○
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外
に

活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ
と

○
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い

○
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

減
額
割
合
　

利
用
料
の
４
分
の
１

※
利
用
料
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に

は
、
市
へ
申
請
し
、「
負
担
限
度
額

認
定
証
」や「
社
会
福
祉
法
人
等
利

用
者
負
担
軽
減
確
認
証
」の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
西
グ
ル

ー
プ
へ
。

　国民健康保険高齢受給者証などの
有効期限は、７月３１日（火）です。
　各証の取り扱いについては、下記の
とおりです。
　お問い合わせは、市民（東・西）グ
ループへ。

国民健康保険に関する
 各証の有効期限は今月末です

医療費が増えています！医療費が増えています！医療費が増えています！
国民健康保険の財政が赤字です

50.0

40.0
42.6 43.7

47.5

30.0

20.0

10.0

16 年度 17年度 18年度（見込）

（億円）

（平成）

保険税（億円）

一般会計繰入金 （億円）

保険税（億円）

医療費 （億円）医療費 （億円）

一般会計繰入金 （億円）

26.7

6.0 5.5 6.4

26.7 26.7

国
民
年
金
の
納
付
が
困
難
な
方
へ

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

　
　

納
税
通
知
書（
第
２
期
分
以
降
）を
発
送
し
ま
す

　

負
担
限
度
額
認
定
制
度

　
　

（
居
住
費
・
食
費
の
軽
減
）

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

  

利
用
者
負
担
の
軽
減
制
度

　

負
担
限
度
額
認
定
制
度

　
　

（
居
住
費
・
食
費
の
軽
減
）

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

  

利
用
者
負
担
の
軽
減
制
度

区　分 対象者

■負担限度額（1日当たり）

医療保険分
介護保険分
（40歳以上65
  歳未満の方）

6.7％

29.0％

２１，500円

24，５００円

560，０００円

1.0％

4.5％

4，500円

4，8００円

90，０００円

所得割額（前年中の所得額）

資産割額
（土地家屋に係る固定資産税額）

均等割額（1人当たり）

平等割額（1世帯当たり）

賦課限度額

１世帯の年税額=医療保険分＋介護保険分

国民健康保険税の税率国民健康保険税の税率

○高齢受給者証 (70 歳以上７５歳未満の方）
○特定疾病療養受療証（慢性腎不全、血友
　病等）

○限度額適用認定証（所得が一般または
　一定以上の方）
○限度額適用・標準負担額減額認定証
　（市県民税が非課税の方）
○標準負担額減額認定証（市県民税が非
　課税で制度更新以前に交付を受けた方等） 
　　

７月２５日（水）に郵送する予定です

認定証を持参し、市民（東・西）
グループへ申請してください

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
軽
減
制
度
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国
民
年
金
保
険
料 

（
月
額
1
万

4
1
0
0
円
） 

を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料

の
免
除
ま
た
は
一
部
納
付
、
若
年
者

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
な
ど
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
希
望

し
て
加
入
す
る
任
意
加
入
の
被
保
険

者
は
、
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
制
度
を
利
用
す
る
に
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

免
除（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

し
て
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
納

付
が
全
額
免
除
ま
た
は
半
額
納
付
な

ど
の
一
部
納
付
と
な
り
ま
す
。

○
４
分
の
１
納
付
　
　

 

3
5
3
0
円

○
半
額
納
付
　
　
　
　

 

7
0
5
0
円

○
４
分
の
３
納
付
　

 

1
万
5
8
0
円

若
年
者
納
付
猶
予

　

30
歳
未
満
の
方
で
本
人
・
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

注
意
事
項

○
免
除
等
を
受
け
た
期
間
は
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
と
し
て
必
要
な
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

○
免
除
を
受
け
て
い
る
期
間
の
老
齢

基
礎
年
金
の
金
額
は
、
全
額
納
付

し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
全
額
免

除
は
３
分
の
１
、
４
分
の
１
納
付

は
２
分
の
１
、
半
額
免
除
は
３
分

の
２
、
４
分
の
３
納
付
は
６
分

の
５（
納
め
な
か
っ
た
場
合
は
年

金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
）に

減
額
と
な
り
ま
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
ま
た
は
学
生
納

付
特
例
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、

受
給
資
格
と
し
て
必
要
な
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

納
め
る（
追
納
す
る
）こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
等
を
受
け

た
年
度
の
翌
々
年
度
末
以
降
に
追

納
す
る
と
き
は
、
保
険
料
額
に
一

定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
ま
た
は
名
古
屋
西
社

会
保
険
事
務
所
☎
0
5
2
（
5
2
4
）

6
8
3
1
へ。

　

所
得
が
低
い
方
の
介
護
保
険
の
施

設
利
用
が
困
難
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
施
設
へ
の
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
さ
れ
た
場
合
の
居
住
費

（
滞
在
費
）や
食
費
の
負
担
額
を
左
表

の
と
お
り
軽
減
し
ま
す
。

 

 

 

 

 

 

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
医
療
費

が
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
重
複

受
診
等
を
や
め
て
、
日
頃
か
ら
健
康

管
理
や
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
、
国

保
財
政
の
健
全
な
運
営
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

国
保
の
加
入
者
が
診
療
を
受
け
た

場
合
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
7
割

（
70
歳
以
上
は
7
も
し
く
は
９
割
、
３

歳
未
満
は
8
割
）を
国
保
が
負
担
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
医
療
費

を
負
担
す
る
た
め
の
重
要
な
財
源
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
国
保
加
入
者
か

ら
の
保
険
税
で
す
。

　

右
表
は
、
過
去
３
年
間
の
医
療
費

お
よ
び
保
険
税
の
推
移
で
す
。
医
療

費
は
３
年
間
で
4
・
9
億
円（
6
・

4
％
）増
え
て
い
る
の
に
対
し
保
険

税
は
26
・
７
億
円
で
横
ば
い
で
す
。

　

市
で
は
、
年
々
増
加
す
る
医
療
費

に
対
し
、
国
保
税
や
国
・
県
の
補
助

金
だ
け
で
は
足
り
ず
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
も
限
界
が
あ
り
、
こ

れ
以
上
に
医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、

国
保
の
財
政
も
苦
し
く
な
り
、
健
全

な
運
営
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

　

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
を
安
定
さ

せ
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
地

方
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
医

療
保
険
分
の
賦
課
限
度
額
が
10
年
ぶ

り
に
53
万
円
か
ら
56
万
円
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
市
の
限
度

額
も
56
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

各
納
期（
第
２
〜
10
期
分
）の
納
税

通
知
書
は
、
７
月
10
日（
火
）に
発
送

す
る
予
定
で
す
。
１
期
分
を
差
し
引

い
た
残
り
の
額
を
第
２
〜
10
期
の
９

回
に
分
け
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
納
付
さ
れ
る
方
は
、
第
10
期

分
ま
で
を
ま
と
め
て
お
送
り
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　

市
役
所
や
市
内
の
各
金
融
機
関
で
所

定
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す（
手

続
き
し
た
翌
月
か
ら
口
座
振
替
と
な

り
ま
す
）。

国
民
健
康
保
険
税
納
期
限

○
第
１
期

　
　
　
　

 

平
成
19
年
５
月
31
日（
木
）

○
第
２
期
　
　
　
 

   

７
月
31
日（
火
）

○
第
３
期
 

   

８
月
31
日（
金
）

○
第
４
期
 

   

10
月
１
日（
月
）

○
第
５
期
 

   

10
月
31
日（
水
）

○
第
６
期
 

   

11
月
30
日（
金
）

○
第
７
期
 

   

12
月
25
日（
火
）

○
第
８
期

 

  

平
成
20
年
１
月
31
日（
木
）

○
第
９
期
 

   

２
月
29
日（
金
）

○
第
10
期
 

   

３
月
31
日（
月
）

　

必
ず
、
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

　

社
会
福
祉
法
人
や
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
も
え
の
丘
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
低
所
得
の
方

で
、
生
計
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
方
は
、
利
用
者
負
担
額
の
一
部

が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
　

象
　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
を
満
た

す
方
の
う
ち
、
そ
の
本
人
の
収
入

や
世
帯
状
況
等
に
よ
り
生
計
が
困

難
で
あ
る
と
市
が
認
め
る
方

○
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０

万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

○
預
貯
金
等
の
額
が
単
身
世
帯
で
３

５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え

る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し

た
額
以
下

○
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外
に

活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ
と

○
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い

○
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

減
額
割
合
　

利
用
料
の
４
分
の
１

※
利
用
料
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に

は
、
市
へ
申
請
し
、「
負
担
限
度
額

認
定
証
」や「
社
会
福
祉
法
人
等
利

用
者
負
担
軽
減
確
認
証
」の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
西
グ
ル

ー
プ
へ
。

　国民健康保険高齢受給者証などの
有効期限は、７月３１日（火）です。
　各証の取り扱いについては、下記の
とおりです。
　お問い合わせは、市民（東・西）グ
ループへ。

国民健康保険に関する
 各証の有効期限は今月末です

医療費が増えています！医療費が増えています！医療費が増えています！
国民健康保険の財政が赤字です

50.0

40.0
42.6 43.7

47.5

30.0

20.0

10.0

16 年度 17年度 18年度（見込）

（億円）

（平成）

保険税（億円）

一般会計繰入金 （億円）

保険税（億円）

医療費 （億円）医療費 （億円）

一般会計繰入金 （億円）

26.7

6.0 5.5 6.4

26.7 26.7

国
民
年
金
の
納
付
が
困
難
な
方
へ

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

　
　

納
税
通
知
書（
第
２
期
分
以
降
）を
発
送
し
ま
す

　

負
担
限
度
額
認
定
制
度

　
　

（
居
住
費
・
食
費
の
軽
減
）

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

  

利
用
者
負
担
の
軽
減
制
度

　

負
担
限
度
額
認
定
制
度

　
　

（
居
住
費
・
食
費
の
軽
減
）

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

  

利
用
者
負
担
の
軽
減
制
度

区　分 対象者

■負担限度額（1日当たり）

医療保険分
介護保険分
（40歳以上65
  歳未満の方）

6.7％

29.0％

２１，500円

24，５００円

560，０００円

1.0％

4.5％

4，500円

4，8００円

90，０００円

所得割額（前年中の所得額）

資産割額
（土地家屋に係る固定資産税額）

均等割額（1人当たり）

平等割額（1世帯当たり）

賦課限度額

１世帯の年税額=医療保険分＋介護保険分

国民健康保険税の税率国民健康保険税の税率

○高齢受給者証 (70 歳以上７５歳未満の方）
○特定疾病療養受療証（慢性腎不全、血友
　病等）

○限度額適用認定証（所得が一般または
　一定以上の方）
○限度額適用・標準負担額減額認定証
　（市県民税が非課税の方）
○標準負担額減額認定証（市県民税が非
　課税で制度更新以前に交付を受けた方等） 
　　

７月２５日（水）に郵送する予定です

認定証を持参し、市民（東・西）
グループへ申請してください

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
軽
減
制
度
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V I V A！き た な ご や

大桑村で自然の大切さを学びました
　北名古屋市と交流のある長野県大桑村で育樹祭が行われ、
本市からも𠮷田教育長をはじめ師勝少年少女合唱団の会員等
54人が参加しました。毎年、森林の役割や育樹の大切さを理
解してもらうことを目的に開催される育樹祭、今年は、のぞき
ど森林公園内のヤマツツジ群生周辺の雑木を切り払う作業等を
行いました。のこぎりを持つ手がぎこちない児童もいましたが、
みんなで一生懸命手入れをしました。また、地元の方にしいた
け栽培を教わり、自然の中で楽しい交流会にもなりました。

　西枇杷島警察署は、事故が多発している県道名古屋外
環状線で、６月１日から交通取り締まりを始めました。市
役所東庁舎で行われた出陣式では、交通事故防止に向け
て、神谷署長や長瀬市長をはじめ、交通安全協会の会員
１００人、白バイ隊等の皆さんが一致団結して取り組んで
いくことを確認しました。この後、速度違反やシートベル
ト等の取り締まりを行い、６０件もの交通違反を検挙しまし
た。

一致団結で事故の防止に努める

人形劇
東図書館

西春小学校と西春スポーツクラブ主催で
『にしはるなかよし広場』を開催

全国一斉『あそびの日』
総合体育館周辺
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5

師勝北小学校児童が田植え体験
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大桑村で自然の大切さを学びました
　北名古屋市と交流のある長野県大桑村で育樹祭が行われ、
本市からも𠮷田教育長をはじめ師勝少年少女合唱団の会員等
54人が参加しました。毎年、森林の役割や育樹の大切さを理
解してもらうことを目的に開催される育樹祭、今年は、のぞき
ど森林公園内のヤマツツジ群生周辺の雑木を切り払う作業等を
行いました。のこぎりを持つ手がぎこちない児童もいましたが、
みんなで一生懸命手入れをしました。また、地元の方にしいた
け栽培を教わり、自然の中で楽しい交流会にもなりました。

　西枇杷島警察署は、事故が多発している県道名古屋外
環状線で、６月１日から交通取り締まりを始めました。市
役所東庁舎で行われた出陣式では、交通事故防止に向け
て、神谷署長や長瀬市長をはじめ、交通安全協会の会員
１００人、白バイ隊等の皆さんが一致団結して取り組んで
いくことを確認しました。この後、速度違反やシートベル
ト等の取り締まりを行い、６０件もの交通違反を検挙しまし
た。

一致団結で事故の防止に努める

人形劇
東図書館

西春小学校と西春スポーツクラブ主催で
『にしはるなかよし広場』を開催

全国一斉『あそびの日』
総合体育館周辺

1
6

27
5

19
5

師勝北小学校児童が田植え体験

ゴミゼロ運動『市内一斉清掃
』

市内全域

『花の日』で師勝はなのき幼稚園児が市役所を訪問

5
20

26
5

6
3 6

6

6
6



　

「
お
は
よ
う
！
」

校
庭
の
あ
ち
こ
ち

で
元
気
な
あ
い
さ

つ
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

木
々
の
緑
が
眩

し
く
輝
く
５
月
22

日
か
ら
26
日
ま
で

の
４
日
間
、
西
春

小
学
校
で「
あ
い
さ

つ
運
動
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
児
童

会
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
あ
い
さ
つ

隊
の
児
童
約
１
０
０
人
が「
あ
い
さ
つ

は
、
い
ち
に
ち
の
は
じ
ま
り
」と
書
か

れ
た
手
作
り
の
ボ
ー
ド
な
ど
を
手
に
、

登
校
す
る
お
友
だ
ち
に
あ
い
さ
つ
を

呼
び
か
け
ま
す
。
最
初
は
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
す
る
子
、
は
ず
か
し
そ

う
に
う
つ
む
く
子
と
反
応
も
様
々
で

し
た
が
、
最
終
日
に
は
、
ほ
と
ん
ど

の
児
童
が
自
然
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

を
交
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
あ
い
さ
つ

の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
」と
語
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
渡
辺
俊
博
さ
ん（
西
之
保
）。
子
ど

も
を
巻
き
込
ん
だ
犯
罪
が
増
え
、
人

間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
今
、

大
人
と
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
向
き
合

い
、
言
葉
を
交
わ
す
事
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

参
加
し
た
私
も
、
何
百
人
の
子
ど

も
た
ち
と
交
わ
し
た「
お
は
よ
う
」で
、

と
て
も
心
地
よ
い
１
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
あ
い
さ
つ
」に
は
、
す
べ
て
の
人

を
気
持
ち
よ
く
さ
せ
る
・・・
そ
ん
な
パ

ワ
ー
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
！

石
川
紀
子
記
者

水野美保記者

ゴ
キ
ブ
リ

ゴ
キ
ブ
リ

ゴ
キ
ブ
リ
を
退
治
し
よ
う
！

を
退
治
し
よ
う
！

を
退
治
し
よ
う
！

① 玉ねぎ（２～３個分）をすりお　ろし、大きめのボールに入れます。 ② 砂糖・牛乳・小麦粉・ホウ酸を　玉ねぎが入っているボールに入　れよく混ぜ合わせます。 ③直径２㎝ぐらいの大きさのダン　ゴ状に丸めて、天日で２～３日　（表面が白くなるまで）乾燥さ　せます。 
④ゴキブリが通りそうなところに　置きます（特にキッチン廻り） 

ゴキブリだんごレシピ

玉ねぎ 400g

砂糖 大さじ２

牛乳 大さじ１ 

小麦粉 140g

 ホウ酸 500g

　

こ
の
３
年
間
で
い
っ
た

い
何
羽
の
ツ
バ
メ
た
ち
が
、

こ
の
鍜
治
ケ
一
色
児
童
館

か
ら
巣
立
っ
て
い
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
し
て
今
年
も
、

可
愛
ら
し
い
ツ
バ
メ
の
ひ

な
た
ち
が
、
毎
日
児
童
館

を
訪
れ
る
子
ど
も
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
心
を
あ
た
た

か
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
館
に
ツ
バ
メ
が
巣

作
り
を
は
じ
め
た
の
は
、

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
３
年
前
。

栗木眞由美記者

輝人輝人輝くあなたを応援します
きらっと

　去年の春の甲子園、大阪府代表のＰＬ学園高校のメンバーに沖村出身
の冨田康祐君が出場していたのをご存知ですか。
　彼が野球を始めるきっかけとなったのは、なんと「おもちゃ屋さん」のバッ
トとグローブ。お父さんが「男の子だから」という軽い気持ちで買い与え
たのが最初で、どんどん興味が湧き、のめり込んでいった。
　小学校時代は、地元のスポーツ少年団に所属し、監督や仲間たちから「野
球の楽しさ」を教わった。中学校時代は、稲沢市内のボーイズリーグと
中学校の野球部との二足のわらじで「体力づくり」に専念。この頃から毎日、
ランニングと素振りを欠かさなかった。そして、いよいよ高等学校へ入学。
野球での名門校への進学を周りから猛反対され、本人もかなり悩んだと
いう。しかし、中学校の恩師からの後押しもあり、ＰＬ学園への入学を決意。
野球づけの毎日と初めての共同生活が始まった。

　初めての外出日、迎えに行った母に「３日目に帰ろうと思った。
野球の練習はもちろん、慣れない寮生活、厳しい上下関係に逃
げ出しそうになったが、みんなの反対を押し切って来たからには
意地でも帰れない」とボソッと言ったそうです。そして「親が教
えられない分、周りの人たちから教えられ、支えられ、今がある」
と話すお父さん。
　現在は、青山学院大学でプレーする康祐君。「野球を続ける
以上、やはり目標はプロ」そう断言する彼のエネルギッシュな瞳に、
野球の底知れぬ魅力を感じた。

　

４
月
21
日
に
市
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た

北
名
古
屋
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

総
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
手
話
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
飯
嶋
信
哉
さ
ん
を
迎
え
て
の
手
話
コ

ン
サ
ー
ト
。

　

飯
嶋
さ
ん
は
小
中
学
生
の
頃
は
「
成
績

最
悪
の
不
良
少
年
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

母
親
に
誘
わ
れ
て
入
っ
た
手
話
サ
ー
ク
ル
が

人
生
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
高
校
生
の
頃

か
ら
本
格
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

手
話
通
訳
と
し
て
活
躍
。
日
本
福
祉
大
学

で
福
祉
の
勉
強
を
重
ね
ま
し
た
。
現
在
は

介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
、

手
話
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
各
地
で
公
演
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
自
身
の
歩
い
て
き
た

道
を
語
り
な
が
ら
、
胸
に
響
く
楽
曲
を
Ｂ

Ｇ
Ｍ
に
、
手
話
と
、
優
し
く
豊
か
な
表
情
と
、

全
身
を
使
っ
て
表
現
。
し
な
や
か
な
感
受

性
と
あ
た
た
か
な
心
を
感
じ
ま
し
た
。「
出

会
い
」と「
思
い
」、「
努
力
」が
実
を
結
ぶ
こ
と
、

「
本
当
の
生
き
が
い
と
は
何
か
」
を
教
え
ら

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ

り
ま
す
ね
。

　

心
温
ま
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
毎
年
の
よ
う
に
こ
の
時

期
に
な
る
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
ツ

バ
メ
の
巣
を
見
に
集
ま
り
ま
す
。

　

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
飛
ん
で
い
く
ん

だ
ろ
う
？
」「
来
年
も
ま
た
来
て
く
れ

る
か
な
？
」「
な
ん
か
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
る
ね
！
」
な
ど
、
子
ど
も
や

お
年
寄
り
の
会
話
も
は
ず
み
ま
す
。

　

昔
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
ツ
バ
メ
の

巣
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

今
は
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
こ
の
児
童
館

に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
集
う
き
っ
か
け
を
毎

年
つ
く
っ
て
く
れ
る
ツ
バ
メ
た
ち
。

　

ま
る
で
「
地
域
の
絆
」
を
運
ん
で

く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
・
・
・
。

地域の輪を運び続けるツバメたち地域の絆を運び続けるツバメたち

心温まるひととき心温まるひととき
四谷美津子記者四谷美津子記者

１

取材：福田幸子記者

冨田  康祐さん（沖村）

ま
り
、
皆
さ
ん
馴
れ
た
手
つ
き
で
お

い
し
そ
〜
な
「
お
だ
ん
ご
？
」
を
次
々

と
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
だ
ん
ご
は
、一
般
に
「
ホ
ウ
酸

だ
ん
ご
」
と
呼
ば
れ
、
ゴ
キ
ブ
リ
が

食
べ
る
と
ホ
ウ
酸
に
よ
っ
て
体
内
の
水

分
が
な
く
な
っ
て
、
死
ん
で
し
ま
う
そ

う
で
す
。

　

作
り
方
は
簡
単
で
、
ホ
ウ
酸
、
小

麦
粉
、
牛
乳
、
砂
糖
、
そ
し
て
ゴ
キ

ブ
リ
の
好
物
玉
ね
ぎ
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

指
先
大
の
だ
ん
ご
状
態
に
し
て
で
き

あ
が
り
で
す
。
玉
ね
ぎ
は
、
で
き
る

だ
け
古
い
ほ
う
が
い
い
そ
う
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
５
年
前
に
作

り
始
め
て
以
来
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
姿
を

見
な
く
な
っ
た
と
大
喜
び
。

　

来
年
も
ま
た
、「
元
気
に
だ
ん
ご
作

り
に
励
み
た
い
！
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

５
月 

１０
日
、
弥
勒
寺
集
会
所
か
ら
に

ぎ
や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
弥
勒
寺
は
な
の
木
婦
人

会
の
ゴ
キ
ブ
リ
だ
ん
ご
づ
く
り
で
す
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
ゴ
キ
ブ

リ
撲
滅
を
願
う
主
婦
２０
人
ほ
ど
が
集
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「
お
は
よ
う
！
」

校
庭
の
あ
ち
こ
ち

で
元
気
な
あ
い
さ

つ
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

木
々
の
緑
が
眩

し
く
輝
く
５
月
22

日
か
ら
26
日
ま
で

の
４
日
間
、
西
春

小
学
校
で「
あ
い
さ

つ
運
動
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
児
童

会
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
あ
い
さ
つ

隊
の
児
童
約
１
０
０
人
が「
あ
い
さ
つ

は
、
い
ち
に
ち
の
は
じ
ま
り
」と
書
か

れ
た
手
作
り
の
ボ
ー
ド
な
ど
を
手
に
、

登
校
す
る
お
友
だ
ち
に
あ
い
さ
つ
を

呼
び
か
け
ま
す
。
最
初
は
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
す
る
子
、
は
ず
か
し
そ

う
に
う
つ
む
く
子
と
反
応
も
様
々
で

し
た
が
、
最
終
日
に
は
、
ほ
と
ん
ど

の
児
童
が
自
然
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

を
交
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
あ
い
さ
つ

の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
」と
語
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
渡
辺
俊
博
さ
ん（
西
之
保
）。
子
ど

も
を
巻
き
込
ん
だ
犯
罪
が
増
え
、
人

間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
今
、

大
人
と
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
向
き
合

い
、
言
葉
を
交
わ
す
事
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

参
加
し
た
私
も
、
何
百
人
の
子
ど

も
た
ち
と
交
わ
し
た「
お
は
よ
う
」で
、

と
て
も
心
地
よ
い
１
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
あ
い
さ
つ
」に
は
、
す
べ
て
の
人

を
気
持
ち
よ
く
さ
せ
る
・・・
そ
ん
な
パ

ワ
ー
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
！

石
川
紀
子
記
者

水野美保記者

ゴ
キ
ブ
リ

ゴ
キ
ブ
リ

ゴ
キ
ブ
リ
を
退
治
し
よ
う
！

を
退
治
し
よ
う
！

を
退
治
し
よ
う
！

① 玉ねぎ（２～３個分）をすりお　ろし、大きめのボールに入れます。 ② 砂糖・牛乳・小麦粉・ホウ酸を　玉ねぎが入っているボールに入　れよく混ぜ合わせます。 ③直径２㎝ぐらいの大きさのダン　ゴ状に丸めて、天日で２～３日　（表面が白くなるまで）乾燥さ　せます。 
④ゴキブリが通りそうなところに　置きます（特にキッチン廻り） 
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牛乳 大さじ１ 
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こ
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間
で
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何
羽
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た
ち
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、

こ
の
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治
ケ
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色
児
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館

か
ら
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立
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て
い
っ
た
こ
と

で
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し
て
今
年
も
、

可
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し
い
ツ
バ
メ
の
ひ

な
た
ち
が
、
毎
日
児
童
館

を
訪
れ
る
子
ど
も
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
心
を
あ
た
た

か
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
館
に
ツ
バ
メ
が
巣

作
り
を
は
じ
め
た
の
は
、

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
３
年
前
。

栗木眞由美記者

輝人輝人輝くあなたを応援します
きらっと

　去年の春の甲子園、大阪府代表のＰＬ学園高校のメンバーに沖村出身
の冨田康祐君が出場していたのをご存知ですか。
　彼が野球を始めるきっかけとなったのは、なんと「おもちゃ屋さん」のバッ
トとグローブ。お父さんが「男の子だから」という軽い気持ちで買い与え
たのが最初で、どんどん興味が湧き、のめり込んでいった。
　小学校時代は、地元のスポーツ少年団に所属し、監督や仲間たちから「野
球の楽しさ」を教わった。中学校時代は、稲沢市内のボーイズリーグと
中学校の野球部との二足のわらじで「体力づくり」に専念。この頃から毎日、
ランニングと素振りを欠かさなかった。そして、いよいよ高等学校へ入学。
野球での名門校への進学を周りから猛反対され、本人もかなり悩んだと
いう。しかし、中学校の恩師からの後押しもあり、ＰＬ学園への入学を決意。
野球づけの毎日と初めての共同生活が始まった。

　初めての外出日、迎えに行った母に「３日目に帰ろうと思った。
野球の練習はもちろん、慣れない寮生活、厳しい上下関係に逃
げ出しそうになったが、みんなの反対を押し切って来たからには
意地でも帰れない」とボソッと言ったそうです。そして「親が教
えられない分、周りの人たちから教えられ、支えられ、今がある」
と話すお父さん。
　現在は、青山学院大学でプレーする康祐君。「野球を続ける
以上、やはり目標はプロ」そう断言する彼のエネルギッシュな瞳に、
野球の底知れぬ魅力を感じた。

　

４
月
21
日
に
市
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た

北
名
古
屋
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

総
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
手
話
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
飯
嶋
信
哉
さ
ん
を
迎
え
て
の
手
話
コ

ン
サ
ー
ト
。

　

飯
嶋
さ
ん
は
小
中
学
生
の
頃
は
「
成
績

最
悪
の
不
良
少
年
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

母
親
に
誘
わ
れ
て
入
っ
た
手
話
サ
ー
ク
ル
が

人
生
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
高
校
生
の
頃

か
ら
本
格
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

手
話
通
訳
と
し
て
活
躍
。
日
本
福
祉
大
学

で
福
祉
の
勉
強
を
重
ね
ま
し
た
。
現
在
は

介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
、

手
話
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
各
地
で
公
演
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
自
身
の
歩
い
て
き
た

道
を
語
り
な
が
ら
、
胸
に
響
く
楽
曲
を
Ｂ

Ｇ
Ｍ
に
、
手
話
と
、
優
し
く
豊
か
な
表
情
と
、

全
身
を
使
っ
て
表
現
。
し
な
や
か
な
感
受

性
と
あ
た
た
か
な
心
を
感
じ
ま
し
た
。「
出

会
い
」と「
思
い
」、「
努
力
」が
実
を
結
ぶ
こ
と
、

「
本
当
の
生
き
が
い
と
は
何
か
」
を
教
え
ら

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ

り
ま
す
ね
。

　

心
温
ま
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
毎
年
の
よ
う
に
こ
の
時

期
に
な
る
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
ツ

バ
メ
の
巣
を
見
に
集
ま
り
ま
す
。

　

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
飛
ん
で
い
く
ん

だ
ろ
う
？
」「
来
年
も
ま
た
来
て
く
れ

る
か
な
？
」「
な
ん
か
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
る
ね
！
」
な
ど
、
子
ど
も
や

お
年
寄
り
の
会
話
も
は
ず
み
ま
す
。

　

昔
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
ツ
バ
メ
の

巣
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

今
は
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
こ
の
児
童
館

に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
集
う
き
っ
か
け
を
毎

年
つ
く
っ
て
く
れ
る
ツ
バ
メ
た
ち
。

　

ま
る
で
「
地
域
の
絆
」
を
運
ん
で

く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
・
・
・
。

地域の輪を運び続けるツバメたち地域の絆を運び続けるツバメたち

心温まるひととき心温まるひととき
四谷美津子記者四谷美津子記者

１

取材：福田幸子記者

冨田  康祐さん（沖村）

ま
り
、
皆
さ
ん
馴
れ
た
手
つ
き
で
お

い
し
そ
〜
な
「
お
だ
ん
ご
？
」
を
次
々

と
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
だ
ん
ご
は
、一
般
に
「
ホ
ウ
酸

だ
ん
ご
」
と
呼
ば
れ
、
ゴ
キ
ブ
リ
が

食
べ
る
と
ホ
ウ
酸
に
よ
っ
て
体
内
の
水

分
が
な
く
な
っ
て
、
死
ん
で
し
ま
う
そ

う
で
す
。

　

作
り
方
は
簡
単
で
、
ホ
ウ
酸
、
小

麦
粉
、
牛
乳
、
砂
糖
、
そ
し
て
ゴ
キ

ブ
リ
の
好
物
玉
ね
ぎ
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

指
先
大
の
だ
ん
ご
状
態
に
し
て
で
き

あ
が
り
で
す
。
玉
ね
ぎ
は
、
で
き
る

だ
け
古
い
ほ
う
が
い
い
そ
う
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
５
年
前
に
作

り
始
め
て
以
来
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
姿
を

見
な
く
な
っ
た
と
大
喜
び
。

　

来
年
も
ま
た
、「
元
気
に
だ
ん
ご
作

り
に
励
み
た
い
！
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

５
月 

１０
日
、
弥
勒
寺
集
会
所
か
ら
に

ぎ
や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
弥
勒
寺
は
な
の
木
婦
人

会
の
ゴ
キ
ブ
リ
だ
ん
ご
づ
く
り
で
す
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
ゴ
キ
ブ

リ
撲
滅
を
願
う
主
婦
２０
人
ほ
ど
が
集

平成19年　7月13 平成19年　7月 12
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も
え
の
丘　

青
空
市
場

　

取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
等
を
販
売
し

ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

と　

き　

7
月
1
日（
日
）午
前
８
時
30
分

～
（
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催
）

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

東
側

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

盆
踊
り
公
開
練
習
会

　

市
内
各
地
域
（
自
治
会
、
平
盆
ま
つ
り
、

市
民
ま
つ
り
東
会
場
）
で
催
さ
れ
る
盆
踊

り
曲
の
公
開
練
習
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と　

き　

①
７
月
14
日
（
土
）
午
後
７
時

～
９
時
、
②
７
月
18
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

ア
リ
ー
ナ

持
ち
物　

室
内
用
の
靴
、
ス
リ
ッ
パ
等

内　

容　

西
春
音
頭
、
師
勝
音
頭
、
明
日

が
あ
る
さ
、
ふ
れ
あ
い
音
頭
、
郡
上
節
、

炭
坑
節
、
相
馬
盆
唄
、
河
内
音
頭
、
花

火
音
頭
等

問
合
せ　

企
画
・
広
報
グ
ル
ー
プ

 

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》

と　

き　

７
月
17
日（
火
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
3
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

内　

容

午
前
の
部

○
講　

演　
「
老
い
か
た
上
手
」

　

講　

師　

磯
野
美
代
子
氏（
消
費
生
活

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

午
後
の
部

○
演　

芸　
「
歌
謡
シ
ョ
ー
」

　

演
芸
者　

城
ゆ
き

参
加
費　

３
０
０
円

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

総
合
体
育
館
無
料
開
放

◇
ア
リ
ー
ナ

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
～
正
午
。

た
だ
し
、
21
日
、
28
日
は
除
く

◇
卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
～
正
午
。

た
だ
し
、
７
日
は
除
く
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
～
正
午

※　

保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
の
靴

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　

下
水
道
フ
ェ
ア
見
学
会

　

下
水
道
の
使
用
開
始
を
平
成
20
年
の
春

に
ひ
か
え
て
い
る
本
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
下
水
道
の
役
割
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、県
が
開
催
す
る「
下
水
道
フ
ェ

ア
」
見
学
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
16
日
（
日
）
午
前
8
時
30

分
～
午
後
４
時
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ　

西
尾
市
文
化
会
館

集
合
場
所　

市
役
所
東
・
西
庁
舎
駐
車
場

対　

象　

市
内
在
住
の
３
年
生
以
上
の
小

学
生
と
保
護
者
（
保
護
者
は
各
家
庭
１

人
の
み
と
し
ま
す
。）

定　

員　

35
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
）

応
募
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望

者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学

年
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
７
月
31

日
（
火
）
ま
で
に
下
水
道
グ
ル
ー
プ

（
〒
４
８
１
ー
８
５
０
１「
下
水
道
フ
ェ

ア
見
学
会
参
加
者
募
集
」
係
）
へ
。
な

お
、
当
選
者
の
発
表
は
、
後
日
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

下
水
道
グ
ル
ー
プ

※
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。
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東
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ち
び
っ
こ
映
画
会

と　

き　

　

第
2
・
4
日
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き　

　

第
1
～
4
土
曜
日
午
前
11
時
～

◇
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

と　

き　

　

第
3
日
曜
日
午
後
1
時
30
分
～

◇
紙
芝
居
会

と　

き　

　

第
1
土
曜
日
午
後
2
時
～

◇
お
話
会

と　

き　

　

第
3
土
曜
日
午
前
11
時
～

問
合
せ　

東
図
書
館

　

西
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

と　

き　

　

毎
週
日
曜
日
午
後
2
時
～

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き　

　

第
1
～
4
土
曜
日
午
前
11
時
～

◇
お
は
な
し
会

と　

き　

　

毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
～

問
合
せ　

西
図
書
館

　

星
ま
つ
り

　

大
型
紙
芝
居
や
絵
本
を
使
っ
た
楽
し
い

お
は
な
し
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
あ
そ
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
21
日（
土
）午
前
11
時
～
11

時
45
分

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

会
議
室

問
合
せ　

西
図
書
館

※　

入
場
整
理
券
は
、
７
月
１
日（
日
）か

ら
西
図
書
館
で
配
布
し
ま
す
。

　

子
ど
も
司
書
体
験

　

夏
休
み
子
ど
も
司
書
体
験
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

と　

き　

7
月
24
日（
火
）・
25
日（
水
）・

26
日（
木
）①
午
前
10
時
～
、
②
午
後
2

時
～

と
こ
ろ　

西
図
書
館

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
生
ま
で

定　

員　

各
２
人（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

内　

容　

図
書
館
の
受
付
業
務
、
図
書
の

返
却
、
整
理
等

申
込
み　

7
月
１
日（
日
）か
ら
15
日（
日
）

ま
で
に
西
図
書
館
へ
。

戦
争
に
関
す
る
資
料
館
調
査
会
の

　
　
　
　
　
　
　
「
収
蔵
資
料
展
」

　

戦
争
に
関
す
る
資
料
館
調
査
会
（
県
と

名
古
屋
市
が
共
同
で
設
置
）
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
戦
争
に
関
す
る
資
料

の
一
部
を
愛
知
県
下
の
市
町
村
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
戦
争
体
験
談
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぎ
、
戦
争
の
残
し
た
教
訓
や
平
和

の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
１
日
（
水
）
～
８
月
15
日

（
水
）

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館
展
示
室
・
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

問
合
せ　

企
画
・
広
報
グ
ル
ー
プ

　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
で

は
、「
も
し
も
」
の
と
き
に
役
立
つ
応
急

手
当
の
方
法
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）の
取
り
扱
い
等
の
救
命
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
19
日（
日
）午
前
９
時
～
正

午
と
こ
ろ	

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
東
消

防
署

対　

象　

北
名
古
屋
市
、
清
須
市
、
豊
山

町
、
春
日
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

定　

員　

30
人
程
度（
先
着
順
）　

申
込
み　

講
習
日
の
１
か
月
前
か
ら
西
春

日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
課

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
（
22
）４
９
５
４
（
平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
）

　
　
（
22
）２
５
１
１
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
お
よ
び
右
記
以
外
の
時
間
）

※
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
終
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

休館日：7月2日（月）・  9日（月）
・17日（火）・23日（月）
・30日（月）・31日（火）7月

の

普通救命講習
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夏
休
み
親
子
料
理
教
室

　

親
子
で
楽
し
く
料
理
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

と　

き　

７
月
25
日（
水
）・
26
日（
木
）午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

東
公
民
館

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
か
ら

中
学
生
ま
で
と
そ
の
保
護
者

定　

員　

各
15
組（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人
３
５
０
円（
当
日
徴
収
）

講　

師　

東
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養
士

内　

容　
「
家
族
み
ん
な
が
喜
ぶ
簡
単

ク
ッ
キ
ン
グ
」（
タ
コ
ピ
ラ
フ
、
豚
肉

の
香
味
か
ら
め
、
ク
ル
ト
ン
サ
ラ
ダ
、

フ
ル
ー
ツ
白
玉
）

申
込
み　

７
月
５
日（
木
）か
ら
13
日（
金
）

ま
で
に
東
給
食
セ
ン
タ
ー　
（
23
）６
４

　

７
１
へ
。

　

介
護
教
室

　

加
齢
に
伴
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
失
禁
、
骨

粗
し
ょ
う
症
、足
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の「
老

年
症
候
群
」
に
つ
い
て
、
家
庭
で
の
予
防

法
等
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

７
月
25
日（
水
）午
後
１
時
30
分

～
3
時
30
分

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

研
修
室

定　

員　

40
人（
先
着
順
）

内　

容　
「
老
年
症
候
群
を
予
防
す
る
た

め
に
～
健
康
長
寿
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
～
」

講　

師　

板
部
美
紀
子
氏（
日
本
福
祉
大

学
社
会
福
祉
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
）

申
込
み　

７
月
４
日（
水
）か
ら
福
祉
東
グ

ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
基
礎
か

ら
学
べ
る
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
8
日
か
ら
８
月
12
日
ま
で

の
毎
週
日
曜
日
午
後
１
時
～
３
時（
全

５
回
）。
た
だ
し
、
７
月
29
日
は
除
く
。

と
こ
ろ　

師
勝
北
小
学
校
体
育
館

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以

上
の
方

参
加
費　

１
５
０
０
円（
保
険
料
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室
内
用
靴

申
込
み　

７
月
４
日（
水
）ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
総
合
体
育
館
へ
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

 

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　

  

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

　
　
　
　

　

総
合
体
育
館	

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
）	

で

は
、
次
の
日
程
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
指
導
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

と　

き　

７
月
14
日（
土
）・
18
日（
水
）午

前
9
時
～
午
後
1
時
、
22
日（
日
）午
後

1
時
～
5
時
、
２
日（
月
）・
26
日（
木
）

午
後
5
時
～
9
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

と　

き　

7
月
10
日（
火
）午
前
９
時
～
午

後
１
時	

（
1
人
に
つ
き
40
分
間
）

※　

1
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、
小
人

（
中
学
生
）１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

平
成
19
年
度
会
員
募
集

　

明
る
く
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
７
月
を
「
会
員
募
集

月
間
」
と
し
て
、
次
の
と
お
り
平
成
19
年

度
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

年
会
費

○
一
般
会
員（
１
口
）　　

５
０
０
円

○
賛
助
会
員（
１
口
）　

２
０
０
０
円

　
（
自
治
会
を
通
じ
て
お
願
い
に
伺
い
ま
す
）

○
法
人
会
員　
　

３
０
０
０
円
以
上

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
関
係
者
ま
た
は
自

治
会
を
通
じ
て
お
願
い
に
伺
い
ま
す
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
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ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

市
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た

め
、
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
道
路
の
破

損
や
標
識
な
ど
の
異
常
を
早
期
に
発
見
し

通
報
し
て
い
た
だ
く
『
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー

タ
ー
』
を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
時
間
お
よ

び
区
域
等
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
数

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容　

パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
次
の
異
常

を
発
見
し
た
場
合
は
、
市
役
所
へ
報
告

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
道
路
の
陥
没
、
ひ
び
割
れ
等

〇
交
通
標
識
や
安
全
施
設
の
破
損
お
よ
び

異
常

〇
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
破
損
お
よ
び
異
常

〇
道
路
上
の
立
看
板
や
電
柱
等
の
違
反
広

告
物
の
掲
出
等

申
込
み　

７
月
31
日（
火
）ま
で
に
施
設
管

理
グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）へ
。

　

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
10
月
の
入
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

　

こ
の
大
学
は
、
テ
レ
ビ
の
放
送
に
よ
り

授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
希
望
す

る
１
科
目
か
ら
自
宅
で
学
べ
ま
す
。	

教
養
学
部

〇
全
科
履
修
生（
卒
業
を
目
指
す
）

〇
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
）　

〇
科
目
履
修
生（
６
か
月
在
学
）

受
付
期
間　

８
月
31
日（
金
）ま
で

大
学
院

〇
修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
）

〇
修
士
科
目
生（
６
か
月
在
学
）	

受
付
期
間　

８
月
31
日（
金
）ま
で

大
学
院

〇
修
士
全
科
生（
学
位
取
得
を
目
指
す
）　

※
入
学
試
験
が
あ
り
ま
す

受
付
期
間　

８
月
25
日（
土
）
～
９
月
14

日（
金
）

授
業
料（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）　			

〇
教
養
学
部	

　

１
科
目（
２
単
位
）１
万
１
０
０
０
円

〇
大
学
院　
　
　
　
　

　

１
科
目（
２
単
位
）２
万
２
０
０
０
円

問
合
せ　

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ

　

ー　

０
５
２（
８
３
１
）１
７
７
１

 

第
10
回
愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　
　

実
務
研
修
受
講
生
募
集

受
験
資
格　

次
の
①
お
よ
び
②
に
該
当
す

る
方

①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
で
合
計

５
年
以
上（
一
部
の
対
象
者
は
10
年
以

上
）の
実
務
経
験
が
あ
る
方

②
住
所
地
が
愛
知
県
に
あ
る
方
、
ま
た
は

①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
勤
務
地
が

愛
知
県
に
あ
る
方

試
験
日　

10
月
28
日（
日
）

願
書
の
配
布
期
間　

７
月
31
日（
火
）ま
で		

願
書
の
配
布
場
所　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

（
西
庁
舎
）、
福
祉
東
グ
ル
ー
プ
総
合
窓

口（
東
庁
舎
）、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も

え
の
丘
、
県
高
齢
福
祉
課
、
県
事
務
所
、

各
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
、
県
社
会
福
祉
協

議
会

受
付
期
間　

７
月
５
日（
木
）～
31
日（
火
）

問
合
せ　

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
係

　

０
５
２（
２
３
１
）３
２
２
４

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　
　

７
月
１
日
～
31
日

　

今
年
も
７
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
年
で
57
回
目
を
迎
え
る
法
務
省
主
唱

の
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

今
年
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、「
犯
罪
・

非
行
の
防
止
と
更
生
の
援
助
の
た
め
、
地

域
住
民
の
理
解
と
参
加
を
求
め
る
」
と
さ

れ
、
本
市
で
も
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護

女
性
会
な
ど
を
中
心
に
、
各
種
団
体
の
協

力
を
得
て
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実

施
委
員
会
を
設
け
、
街
頭
啓
発
や
施
設
訪

問
な
ど
、
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

明
日
を
担
う
青
少
年
た
ち
を
非
行
か
ら

守
る
と
と
も
に
、
非
行
に
陥
っ
た
少
年
に

更
生
の
手
を
差
し
の
べ
る
こ
と
は
、
地
域

住
民
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
、
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
問
題
で
す
。

　

家
庭
、学
校
、職
場
、地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

北
名
古
屋
市
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
実
施
委
員
会（
福
祉
東
グ
ル
ー
プ

内
）
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行
政
へ
の
橋
渡
し
役
に
尽
力

　

行
政
相
談
委
員
の
村
瀬
正
孝
さ
ん（
熊

之
庄
）に
、
中
部
管
区
行
政
評
価
局
長
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
総
務
省
が
業
績
顕
著
な
行
政

相
談
委
員
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　

村
瀬
正
孝
さ
ん
は
、
行
政
相
談
委
員
と

し
て
、
国
民
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
の
解

決
に
ご
尽
力
さ
れ
、
そ
の
業
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

日
赤
社
資
増
強
運
動
に
ご
協
力

　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
か
月
間

を
「
赤
十
字
運
動
推
進
月
間
」
と
し
て
日

赤
社
資
増
強
運
動
が
全
国
で
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
市
で
も
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協

力
で
、
総
額
８
７
６
万
８
９
３
円
の
社
資

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
社
資
は
、
国
際
援
助
を
は
じ
め
献

血
や
医
療
、
奉
仕
団
活
動
等
、
幅
広
い
赤

十
字
活
動
の
事
業
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
東
グ
ル
ー
プ

へ
。　
　
　
　
　
　

　

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
『
成
年
後
見
制
度
』

　

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
の

理
由
で
、
自
分
で
判
断
が
困
難
と
な
っ
た

方
は
、
不
動
産
や
預
金
な
ど
の
財
産
を
管

理
し
た
り
、
遺
産
分
割
の
協
議
を
す
る
必

要
が
あ
っ
て
も
、
自
分
で
こ
れ
ら
を
行
う

こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

自
分
に
と
っ
て
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ
て

も
、
よ
く
判
断
で
き
ず
に
契
約
を
結
ん
で

し
ま
い
悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
う
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の

不
十
分
な
方
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の
が

『
成
年
後
見
制
度
』
で
す
。

　

市
で
は
、
対
象
の
方
の
状
況
に
応
じ
、

制
度
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
東
グ
ル
ー
プ

へ
。

　

保
育
料
の
振
替

　

保
育
料
の
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
、

預
貯
金
額
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
替
日　

７
月
６
日（
金
）

問
合
せ　

児
童
グ
ル
ー
プ

　

7
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税　

第
２
期

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
２
期

　
　
　

納
期
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
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雨
水
貯
留
施
設
設
置
補
助

　

建
築
物
の
屋
根
か
ら
流
出
す
る
雨
水
を

雨
樋
等
か
ら
貯
留
す
る
た
め
、
住
居
や
店

舗
等
へ
の
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
に
補
助

し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
着
工
前
に
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
！

○
河
川
へ
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

○
庭
木
の
散
水
等
、
雨
水
の
有
効
利
用		

が
図
れ
ま
す
。

対　

象　

建
築
面
積
10
㎡
以
上
の
住
宅
、

店
舗
、
倉
庫
等
へ
の
設
置
で
、
雨
水

貯
留
施
設
の
貯
留
量
が
１
基
あ
た
り

２
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の

補
助
額　

１
基
に
つ
き
１
万
５
０
０
０
円

定　

数　

20
基（
先
着
順
）

問
合
せ　

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

　

転
作
・
休
耕
田
の
現
地
確
認

　

今
年
も
７
月
９
日（
月
）か
ら
23
日（
月
）

ま
で
の
予
定
で
、
転
作
・
休
耕
田
の
状
況

を
確
認
す
る
現
地
確
認
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
方
は
、
事
前
に
配
布
し
ま
し
た
確

認
票（
立
て
札
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

７
月
８
日（
日
）ま
で
に
現
地
に
立
て
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
確
認
票
は
現
地
確
認

時
に
回
収
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
グ
ル
ー
プ
へ
。

　

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
の

　
　
　
　
　
　

防
止
に
ご
理
解
を

　

外
国
人
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
事
業
主

の
方
は
、
適
法
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
外

国
人
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
旅
券
、

外
国
人
登
録
証
明
書
、
就
労
資
格
証
明
書

等
で
在
留
資
格
、
在
留
期
間
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

留
学
生
、
就
学
生
に
つ
い
て
は
、
資
格

外
活
動
の
許
可
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た

許
可
さ
れ
た
活
動
内
容
も
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

就
労
が
認
め
ら
れ
な
い
外
国
人
を
決
し

て
雇
用
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
不
法
滞
在
、

不
法
就
労
の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
西
枇
杷
島
警
察
署

　

０
５
２（
５
０
１
）０
１
１
０
へ
。

　

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
の
使
用
は

　
　
　
　
　
　

 　

正
し
く
、
安
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
、
換
気
扇
を

回
さ
ず
に
使
用
し
て
い
た
た
め
、
死
亡
に

至
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
小
型
ガ

ス
瞬
間
湯
沸
器
を
使
用
す
る
と
き
は
、
必

ず
換
気
扇
を
回
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
経
済
産
業
省
ー



　

子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番　

　

県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

の
家
庭
支
援
相
談
員
が
、
家
庭
で
の
悩
み

や
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時

連
絡
先　
　

０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　

児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

連
絡
先　

児
童
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
県
中
央

児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー　

０
５

　

２（
９
６
１
）７
２
５
０

※　

緊
急
の
場
合
は
、
市
役
所
東
庁
舎　

（
23
）６
１
１
１（
夜
間
対
応
可
）へ
。

　

教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

と　

き　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９

　

時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
け
ぼ

の
」（
高
田
寺
起
返
18
）

連
絡
先　
　
（
24
）４
１
５
２

　

い
じ
め
・
不
登
校
相
談

と　

き　

月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時

連
絡
先　

県
尾
張
教
育
事
務
所　

０
５
２

（
９
６
１
）０
９
０
０

　

子
育
て
相
談

　

保
育
士
が
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
電
話
相
談

と　

き　

月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
22
）５
１
５
１

◇
面
接
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
26
）７
７
６
３

◇
発
達
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
10
時
～

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
26
）７
７
６
３

　

精
神
障
害
者
と

　
　
　

家
族
の
た
め
の
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
で
は
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
の
制
度
や
家
庭
で
の
介
護
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

７
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）午

前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽　
（
25
）０
６

　

３
１

※　

相
談
は
予
約
制
で
す
が
、
希
望
者
が

な
け
れ
ば
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

行
政
相
談

　

行
政
相
談
員
が
、
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を
受
け
付
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
促
進
、
行
政
運
営
の
改

善
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
20
日（
金
）午
前
９
時
～
11

時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
西
庁
舎
分
館
相
談
室

問
合
せ　

行
政
グ
ル
ー
プ

　  

筋
拘
縮
症
の
診
察
・
療
育
相
談

　

子
ど
も
を
筋
肉
の
異
常
か
ら
守
る
た
め

に
整
形
外
科
の
医
師
に
よ
る
診
察
お
よ
び

相
談
を
行
い
ま
す
。

　

歩
き
方
が
お
か
し
い
、
よ
く
転
ぶ
、
太

も
も
や
お
し
り
に
し
こ
り
が
あ
る
な
ど
の

症
状
が
み
ら
れ
る
お
子
さ
ん
の
な
か
に
は
、

大
腿
四
頭
筋
拘
縮
症
や
筋
肉
に
異
常
が
あ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

と　

き　

８
月
３
日（
金
）午
後
２
時
～
４

時　
と
こ
ろ　

師
勝
保
健
所

申
込
み　

電
話
で
８
月
２
日（
木
）ま
で
に

師
勝
保
健
所
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ　

（
23
）５
８
１
１
へ
。

 　

な
ん
で
も
労
働
相
談
会

　

県
で
は
、
愛
知
県
労
働
委
員
会
、
愛
知

労
働
局
お
よ
び
愛
知
社
会
保
険
事
務
局
と

共
催
で
、「
な
ん
で
も
労
働
相
談
会
」
を

行
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
26
日
（
木
）・
27
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

つ
る
ま
い
プ
ラ
ザ
（
愛
知
県
勤

労
会
館
内
）
事
務
棟
１
階
ロ
ビ
ー
（
名

古
屋
市
昭
和
区
鶴
舞
１
ー
２
ー
32
）

内　

容　

〇
解
雇
、
出
向
、
賃
金
、
退
職
金
、
労
働

時
間
等
の
労
働
条
件

〇
募
集
、
採
用
、
雇
用
調
整
、
職
業
能
力

開
発

〇
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険

電
話
で
の
相
談　

０
５
２
（
７
４
１
）
０

　

４
１
８

弁
護
士
に
よ
る
相
談　
（
要
予
約
）
午
後

　

１
時
～
４
時　

０
５
２
（
９
５
４
）
６

　

３
７
５

問
合
せ　

愛
知
県
産
業
労
働
部
労
政
担
当

局
労
働
福
祉
課　

０
５
２
（
９
５
４
）

　

６
３
７
５

20平成19年　７月
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相 談 名 と き と こ ろ 相 談 員 問 合 せ

こども相談  随時 ８:30 ～ 17:00 東庁舎児童グループ 市の家庭相談員 児童グループ

こども相談（出張）

 7月4日（水） 10:00 ～ 15:00 東子育て支援センター

市の家庭相談員 児童グループ 
※予約制

 7月11日（水） 10:00 ～ 15:00 北子育て支援センター

 7月18日（水） 10:00 ～ 15:00 西子育て支援センター

 7月25日（水） 10:00 ～ 15:00 南子育て支援センター

女性相談
 7月5日（木） 10:00 ～ 12:00 西庁舎分館相談室

県の女性相談員 児童グループ
 7月19日（木） 10:00 ～ 12:00 東庁舎市民相談室

母子家庭等就業相談
 7月25日（水） 10:00 ～ 12:00 西庁舎分館小会議室

県の就業相談員 児童グループ
 7月25日（水） 13:30 ～ 15:30 東庁舎福祉相談室

母子自立支援相談  随時 10:00 ～ 16:00 東庁舎児童グループ 市の母子自立支援
員 児童グループ

母子自立支援相談（出張）  毎週水曜日 10:00 ～ 12:00 西庁舎分館相談室

心身障害者相談
 7月10日（火） 10:00 ～ 12:00 東庁舎市民相談室 身体障害者相談員 

知的障害者相談員
福祉（東・西）グループ 
※電話での相談可 7月25日（水） 10:00 ～ 12:00 西庁舎分館相談室

法律相談

 7月12日（木）・26日（木） 
 9:00 ～ 12:00

総合福祉センター 
もえの丘相談室

弁護士 社会福祉協議会 
※予約制 7月19日（木）・8月2日（木）

 9:00 ～ 12:00 西庁舎分館会議室

司法書士相談
 7月17日（火） 13:00 ～ 16:00 総合福祉センター 

もえの丘相談室 司法書士 社会福祉協議会 
※予約制

 8月7日（火） 13:00 ～ 16:00 西庁舎分館相談室

心のケア相談
 7月17日（火） 9:00 ～ 12:00 総合福祉センター 

もえの丘相談室 全日本カウンセリ
ング協議会認定カ
ウンセラー

社会福祉協議会
 8月7日（火） 9:00 ～ 12:00 西庁舎分館相談室

ボランティア相談  7月18日（水） 13:30 ～ 15:30
総合福祉センターも
えの丘ボランティア
専用室

ボランティア活動
実 践 者、 社 会 福 祉
協議会職員

社会福祉協議会

心配ごと相談
 7月10日（火） 9:00 ～ 12:00 西庁舎分館相談室

社会保険労務士等 社会福祉協議会
 7月10日（火） 13:30 ～ 16:30 総合福祉センター 

もえの丘相談室

マンション相談  7月17日（火） 10:00 ～ 12:00 西庁舎分館相談室
マンション管理士、宅
地建物取引主任者、シ
ニアライフアドバイザー

社会福祉協議会 
※予約制

不動産取引の悩みごと相談  7月19日（木） 13:00 ～ 16:00 西庁舎分館相談室 愛知県宅地建物
取引業協会 社会福祉協議会

消費生活相談

 7月4日（水） ・25日（水）
13:30 ～ 16:30 東庁舎市民相談室

消費生活専門相
談員

産業グループ
※電話での相談可7月11日（水） ・18日（水）

13:30 ～ 16:30 東庁舎第4会議室

国民年金相談
 毎週月・木曜日 9:00 ～ 12:00 東庁舎市民東グルー

プ 年金相談員 市民（東・西）グループ 
※年金手帳持参

 毎週火・金曜日 9:00 ～ 12:00 西庁舎市民西グルー
プ

広聴相談（行政一般）  随時 9:00 ～ 17:00 西庁舎内会議室等 市職員 企画・広報グループ 
※予約制

各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。
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母子保健事業

成人保健事業

名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細
母子健康手帳発
行

4か月児健診

※　BCG予防接
種も行います。

10か月児健診

1歳6か月児健
診

2歳児むし歯予
防教室

２歳６か月児む
し歯予防教室

3歳児健診

育児相談

母乳相談
（要予約）
発達相談
（要予約）

7月9日（月） ・ 23日（月）

7月18日（水）・8月1日（水）

３月生まれ　7月6日（金）
4月生まれ　8月3日（金）

7月18日（水）

7月23日（月）

7月20日（金）

8月2日（木）

７月19日（木）

7月11日（水）

7月12日（木）

7月10日（火）

7月10日（火）

7月26日（木）
7月10日（火）

東保健センター

西保健センター

健康ドーム

健康ドーム

東保健センター

西保健センター

西保健センター

東保健センター

東保健センター

西保健センター

西保健センター

西保健センター

東保健センター
西保健センター

母子保健事業の予約・申込み・お問い合わせは東保健センター
（　23－4000）へ

10：00～10：30
（受付9：45～10：00）

1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
21日以降生まれ
  受付14：00～14：15
BCGのみの方
  受付13：30～14：00

1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
21日以降生まれ
  受付14：00～14：15

1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45

7月生まれ
  受付9：30～9：45
8月生まれ
  受付10：15～10：30

12月生まれ
  受付9：00～9：15
1月生まれ
  受付10：00～10：15

1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45

9：30～11：00

9：00～11：00

9：30～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子健康手帳の使い方や妊娠中の

過ごし方などについて説明

対　象：平成19年3月・４月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4

か月児健診問診票、BCG予診票、
バスタオル、体温計、ボールペン

※　6か月未満児でBCG未接種の場合は、
ご相談ください。

対　象：平成18年9月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の

10か月児健診問診票、オムツ、
ミルク

対　象：平成17年12月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル

対　象：平成17年7月・8月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル
内　容：歯科健診、歯のみがき方、フッ化

物塗布
※　歯を磨いてきてください。　

対　象：平成16年12月・平成17年1月
生まれの子

持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、
タオル

内　容：歯科健診、歯のみがき方、フッ化
物塗布

※　歯を磨いてきてください。

対　象：平成16年7月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、視力・聴力検査ア

ンケート、歯ブラシ、コップ、タオル
※　当日は、尿検査があります。なお、視
力・聴力の検査は自宅で行ってきてくだ
さい。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細
成人健康相談

心の健康相談
（要予約）

西保健センター

西保健センター

成人保健事業の予約・申込み・お問い合わせは西保健センター
（　24－1551）へ

13：30～15：30

13：30～15：30

持ち物：健康手帳
内　容：血圧測定、尿検査、栄養・健康相談
内　容：不安・イライラ・不眠など心に関

する健康相談

脳ドック健診 ～追加申込み～
　　脳ドック健診の追加申込みを受付けます。
　　なお、健診日に①障害者医療費受給者証をお持ちの方、
②生活保護世帯の方、③市民税非課税世帯の方は費用が免
除になります。①の方は、健診当日に受付で受給者証を提
示してください。②③の方は、健診日の１週間前までに保健
センターへお申し出ください。
　実施日　８月１日（水）～１２月２５日（火）
　ところ　済衆館病院
　定　員　100人（先着順）
　対　象　５０歳（昭和３２年４月２日～昭和３３年４月１日生ま
　　　　　れ）、６０歳（昭和２２年４月２日～昭和２３年４月１
　　　　　日生まれ）の方　
　内　容　身体計測、尿検査、血液検査、貧血検査、血圧、
　　　　　診察、心電図、眼底検査、胸部レントゲン、ＭＲＩ
　　　　　（磁気共鳴画像診断）、ＭＲＡ（磁気共鳴血管造影）、
　　　　　胃・大腸がん検査
　費　用　１４,２００円
　申込み　７月２日（月）から１２日（木）までに、東・西保健
　　　　　センターへ。

高齢者インフルエンザ予防接種
　　今年度の満６５歳以上の方のインフルエンザ予防接種の
案内文は、８月上旬に「介護保険納入通知書」と一緒に同
封しますのでご確認ください。予診票は、個別に送付しま
せんので、接種時期に市内の指定医療機関の窓口で予診
票を受け取り、接種してください。

お 知 ら せ

8月1日（水） 

8月1日（水）

※平成１９年度に基本健診（5・６月）、はつらつ基本健診、ミニ
　ドック、はつらつミニドックを受けられた方は、受診できません。

40歳歯科健診

　市では、４０歳の方を対象に歯
科医院での健診を行っています。
　一般的に３０代、４０代以上か
ら発症するといわれている生活習
慣病やメタボリックシンドローム。

これを予防するためには「バランスの取れた適切な食生
活」で、それを支える土台ともいえるのが「歯の健康」
です。一生自分の歯でおいしく食べるためにも、この機
会に健診を受けましょう。

対　象　　市内在住で４０歳の方（昭和４２年４月
　　　　　２日から昭和４３年４月１日生まれの方）
実施場所　市内指定歯科医療機関（「平成１９年度
　　　　　保健事業日程表」をご覧ください。）
実施期間　１２月２５日まで
内　容　　歯科健診、保健指導
費　用　　９００円
申込み　　西保健センター

　申込み受付後、受診
券を発行しますので、
受診時に医療機関へ
提出してください。

休日診療
日曜日、祝日に急病人が出たとき

救急病院をご紹介します
「救急医療情報センター」 　（81）1133

東部休日急病診療所
（23）0122

西部休日急病診療所
052（503）8277

1日（日）

8日（日）

15日（日）

16日（月）

22日（日）

29日（日）

5日（日）

7月

8月

ゆたかクリニック
052（408）0171

ハルクリニック
（25）8001

済衆館病院
（21）0811

しろしたクリニック
052（400）3755

新居外科
（23）2200

済衆館病院
（21）0811

遠藤外科・整形外科
052（502）8841

春日町
落合
北名古屋市
徳重
北名古屋市
鹿田
清須市
西田中
北名古屋市
井瀬木
北名古屋市
鹿田
清須市
西枇杷島町

外科（10：00～17：00） 歯科（9：30～11：30）
日 付 外 科 歯 科 所在地所在地

内科・小児科（9：30～16：30）

ふくしま歯科
052（400）9466

関戸歯科医院
（24）1833

加藤歯科医院
052（504）0118

たけうち歯科医院
（23）2098

建部歯科医院
052（502）4250

早川歯科クリニック
（26）4618

タナベ歯科クリニック
052（503）3559

春日町
落合
北名古屋市
鹿田
清須市
西枇杷島町
北名古屋市
片場
清須市
西枇杷島町
北名古屋市
熊之庄
清須市
西枇杷島町

と　き　7月１８日（水） 午前10時～午後０時30分
ところ　健康ドーム
対　象　市内在住・在勤の方
持ち物　エプロン、ふきん、三角巾、タオル、ボールペン
参加費　500円
定　員　20人（先着順）
内　容　メタボリックシンドロームの予防を考えた栄
　　　　養の話、調理実習
申込み　7月2日(月）から12日（木）まで

バランス料理教室

※　託児を希望される方は、5日前までに健康ドーム内の子
　育て支援室　（22）7601へお問い合わせください。



いき きい

平成19年　7月23 平成19年　7月 22

母子保健事業

成人保健事業

名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細
母子健康手帳発
行

4か月児健診

※　BCG予防接
種も行います。

10か月児健診

1歳6か月児健
診

2歳児むし歯予
防教室

２歳６か月児む
し歯予防教室

3歳児健診

育児相談

母乳相談
（要予約）
発達相談
（要予約）

7月9日（月） ・ 23日（月）

7月18日（水）・8月1日（水）

３月生まれ　7月6日（金）
4月生まれ　8月3日（金）

7月18日（水）

7月23日（月）

7月20日（金）

8月2日（木）

７月19日（木）

7月11日（水）

7月12日（木）

7月10日（火）

7月10日（火）

7月26日（木）
7月10日（火）

東保健センター

西保健センター

健康ドーム

健康ドーム

東保健センター

西保健センター

西保健センター

東保健センター

東保健センター

西保健センター

西保健センター

西保健センター

東保健センター
西保健センター

母子保健事業の予約・申込み・お問い合わせは東保健センター
（　23－4000）へ

10：00～10：30
（受付9：45～10：00）

1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
21日以降生まれ
  受付14：00～14：15
BCGのみの方
  受付13：30～14：00

1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
21日以降生まれ
  受付14：00～14：15

1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45

7月生まれ
  受付9：30～9：45
8月生まれ
  受付10：15～10：30

12月生まれ
  受付9：00～9：15
1月生まれ
  受付10：00～10：15

1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45

9：30～11：00

9：00～11：00

9：30～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子健康手帳の使い方や妊娠中の

過ごし方などについて説明

対　象：平成19年3月・４月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4

か月児健診問診票、BCG予診票、
バスタオル、体温計、ボールペン

※　6か月未満児でBCG未接種の場合は、
ご相談ください。

対　象：平成18年9月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の

10か月児健診問診票、オムツ、
ミルク

対　象：平成17年12月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル

対　象：平成17年7月・8月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル
内　容：歯科健診、歯のみがき方、フッ化

物塗布
※　歯を磨いてきてください。　

対　象：平成16年12月・平成17年1月
生まれの子

持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、
タオル

内　容：歯科健診、歯のみがき方、フッ化
物塗布

※　歯を磨いてきてください。

対　象：平成16年7月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、視力・聴力検査ア

ンケート、歯ブラシ、コップ、タオル
※　当日は、尿検査があります。なお、視
力・聴力の検査は自宅で行ってきてくだ
さい。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体計測、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細
成人健康相談

心の健康相談
（要予約）

西保健センター

西保健センター

成人保健事業の予約・申込み・お問い合わせは西保健センター
（　24－1551）へ

13：30～15：30

13：30～15：30

持ち物：健康手帳
内　容：血圧測定、尿検査、栄養・健康相談
内　容：不安・イライラ・不眠など心に関

する健康相談

脳ドック健診 ～追加申込み～
　　脳ドック健診の追加申込みを受付けます。
　　なお、健診日に①障害者医療費受給者証をお持ちの方、
②生活保護世帯の方、③市民税非課税世帯の方は費用が免
除になります。①の方は、健診当日に受付で受給者証を提
示してください。②③の方は、健診日の１週間前までに保健
センターへお申し出ください。
　実施日　８月１日（水）～１２月２５日（火）
　ところ　済衆館病院
　定　員　100人（先着順）
　対　象　５０歳（昭和３２年４月２日～昭和３３年４月１日生ま
　　　　　れ）、６０歳（昭和２２年４月２日～昭和２３年４月１
　　　　　日生まれ）の方　
　内　容　身体計測、尿検査、血液検査、貧血検査、血圧、
　　　　　診察、心電図、眼底検査、胸部レントゲン、ＭＲＩ
　　　　　（磁気共鳴画像診断）、ＭＲＡ（磁気共鳴血管造影）、
　　　　　胃・大腸がん検査
　費　用　１４,２００円
　申込み　７月２日（月）から１２日（木）までに、東・西保健
　　　　　センターへ。

高齢者インフルエンザ予防接種
　　今年度の満６５歳以上の方のインフルエンザ予防接種の
案内文は、８月上旬に「介護保険納入通知書」と一緒に同
封しますのでご確認ください。予診票は、個別に送付しま
せんので、接種時期に市内の指定医療機関の窓口で予診
票を受け取り、接種してください。

お 知 ら せ

8月1日（水） 

8月1日（水）

※平成１９年度に基本健診（5・６月）、はつらつ基本健診、ミニ
　ドック、はつらつミニドックを受けられた方は、受診できません。

40歳歯科健診

　市では、４０歳の方を対象に歯
科医院での健診を行っています。
　一般的に３０代、４０代以上か
ら発症するといわれている生活習
慣病やメタボリックシンドローム。

これを予防するためには「バランスの取れた適切な食生
活」で、それを支える土台ともいえるのが「歯の健康」
です。一生自分の歯でおいしく食べるためにも、この機
会に健診を受けましょう。

対　象　　市内在住で４０歳の方（昭和４２年４月
　　　　　２日から昭和４３年４月１日生まれの方）
実施場所　市内指定歯科医療機関（「平成１９年度
　　　　　保健事業日程表」をご覧ください。）
実施期間　１２月２５日まで
内　容　　歯科健診、保健指導
費　用　　９００円
申込み　　西保健センター

　申込み受付後、受診
券を発行しますので、
受診時に医療機関へ
提出してください。

休日診療
日曜日、祝日に急病人が出たとき

救急病院をご紹介します
「救急医療情報センター」 　（81）1133

東部休日急病診療所
（23）0122

西部休日急病診療所
052（503）8277

1日（日）

8日（日）

15日（日）

16日（月）

22日（日）

29日（日）

5日（日）

7月

8月

ゆたかクリニック
052（408）0171

ハルクリニック
（25）8001

済衆館病院
（21）0811

しろしたクリニック
052（400）3755

新居外科
（23）2200

済衆館病院
（21）0811

遠藤外科・整形外科
052（502）8841

春日町
落合
北名古屋市
徳重
北名古屋市
鹿田
清須市
西田中
北名古屋市
井瀬木
北名古屋市
鹿田
清須市
西枇杷島町

外科（10：00～17：00） 歯科（9：30～11：30）
日 付 外 科 歯 科 所在地所在地

内科・小児科（9：30～16：30）

ふくしま歯科
052（400）9466

関戸歯科医院
（24）1833

加藤歯科医院
052（504）0118

たけうち歯科医院
（23）2098

建部歯科医院
052（502）4250

早川歯科クリニック
（26）4618

タナベ歯科クリニック
052（503）3559

春日町
落合
北名古屋市
鹿田
清須市
西枇杷島町
北名古屋市
片場
清須市
西枇杷島町
北名古屋市
熊之庄
清須市
西枇杷島町

と　き　7月１８日（水） 午前10時～午後０時30分
ところ　健康ドーム
対　象　市内在住・在勤の方
持ち物　エプロン、ふきん、三角巾、タオル、ボールペン
参加費　500円
定　員　20人（先着順）
内　容　メタボリックシンドロームの予防を考えた栄
　　　　養の話、調理実習
申込み　7月2日(月）から12日（木）まで

バランス料理教室

※　託児を希望される方は、5日前までに健康ドーム内の子
　育て支援室　（22）7601へお問い合わせください。



広報北名古屋は、環境にやさしい古紙配合率100％再
生紙と大豆油インキを使用しています

2007
NO.010

北名古屋市の人口（6月1日現在）
総人口
男　性
女　性
世帯数

80,068  +（ 　人 114）
40,252  +（ 　人   30）
39,816  +（ 　人   84）
31,204  +（ 帯世   80）

イベント
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通勤、通学、お買い物に、便利でお得！

2007

7
■ 歴史民俗資料館特別展 
と　き／7月1日（日）～9月30日（日）午前9時～午後５時
ところ／歴史民俗資料館
問合せ／ 52（ 　館料資俗民史歴 ）3600

■ 西春駅前商店街・若宮発展会合同 七夕まつり
と　き／7月27日（金）・２８日（土）午後７時～９時３０分（雨天中止）
ところ／名鉄西春駅西周辺
問合せ／ 12（ 　）事理表代合組同協街店商前駅春西（司瑛口大 ）1478

西庁舎陶壁
』春『 作高重藤加　　

　

『
絵
空
旅
』と

の
映
画
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

に
触
れ
な
が
ら

絵
空
旅
を
体
感

　

期
間
中

ら
し
に
関
わ
る
検
定
ク
イ
ズ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
！

７月２日運行開始！７月２日運行開始！

31人乗りバス

15人乗りワゴン車
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